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町の人口
（11月１日現在 常住人口）
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23 ,008 人
人
人
世帯

11 ,400
11 , 608
9 , 350
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●『　　　　　　　　　         　　　　　　　　 』和布の手芸なんでもQ&A

（関連記事・・・・・13Ｐ）

● ２大イベントが夢のコラボ！

『ぽっフェス』 開催
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■『私のお奨め』 ～リレー寄稿 第20回～

白井 茂樹（道福寺）

宮脇 俊三・著

　鉄道の時刻表にも愛読者がい
る。時刻表は本来愛読の対象とな
る書物ではないが、とにかくい
る。しかもその数は、少なくない
という。私もその一人である。と
いう著者の冒頭の一節が、鉄道フ
ァンの私の心を虜にしてしまいま
した。「私もそうです。」と。
　本の内容は、昭和62年４月１日
の日本国有鉄道の民営分割化が行
われる以前の国鉄が所有する全路
線の始発駅から終着駅まで完全に乗車し、車窓風景
を中心に、質の高いユーモアあふれる軽妙な筆まわ
しで紹介したものであります。
　最後に、これでもう乗る路線がなくなってしまっ
た。新線開発はどうなるのだろう。青函トンネル
は？四国の鉄道併用橋は？乗りたいと思う。で終わ
っています。
　この本は、昭和55年５月20日第20版として発行さ
れたものを、翌年５月26日国鉄全路線の完全乗車に
挑戦していた鉄道ファンの私が見つけ購入したもの
です。内容に刺激を受けて、完全乗車に拍車がかか
り、現存する旧国鉄系の路線は夕張線の一部（新夕
張－夕張間）を除き乗車を終えました。鉄道ファン
はもとよりですが、鉄道旅行の大好きな御仁、「絶
景鉄道の旅」などのＴＶ放送に目のない方々に一読
をお奨めいたします。きっとご満足いただけると思
います。　　

　著／雑誌「和布くらふと」編集部
　発行／パッチワーク通信社
和の手芸のことなら、ぜんぶ わかる！
　Ｑ1．着物のほどき方は？
　Ｑ2．つまみ細工とは？
　Ｑ3．江戸更紗って？
　Ｑ4．くくり猿って何？
　　　  どうやって作る？

　★おはなし会『ひまわり』
　　１２月１３日（土）
　　１４時～１５時
　　来年の干支『ひつじ』を折り紙でつくりましょう♪　
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　１２月１７日（水）　１４時３０分～１５時

■12月の行事

　◎新着図書・寄贈本　・・・・・・・・　１３０冊
　◎入館者数　・・・・・・・・・・　２，７６０人
　◎貸出図書数　・・・・・・・・・　５，０３４冊
　◎新規図書利用カード作成者数・・・・・　１７人

■10月の図書館利用状況

■新着図書のご案内

』『時刻表２万キロ
和布の手しごと事典

●『　　　　　　　　　         　　　　 』
　著／かのは　発行／誠文堂新光社
華やかなつまみ細工のアクセサリー

　七五三や成人式はもとより、
普段でも身につけられるアクセ
サリー。思い出の生地で、オリ
ジナルのアクセサリーはいかが
でしょう♪
　公民館講座で『つまみ細工』
にトライ♫ 詳しくは、白方公民
館（☎３３-１０３８）まで。 ▲河野講師 作品
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人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨
　　　　時・非常勤職員を除いている。
　　２．（　）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きである。
　　※県下９町で多度津町のみ単独消防を有しています。

（平成25年度〈単位：人〉）
　
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
２
６
１
号
）
第
58
条
の
２
お

よ
び
多
度
津
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

（
平
成
17
年
多
度
津
町
条
例
第
２
号
）
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

多
度
津
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

■
職
員
の
任
免
お
よ
び
職
員
数
に
関
す
る
こ
と

　
職
員
の
任
用
は
、
受
験
成
績
・
勤
務
成
績
ま
た
は
そ
の
他
の
能
力

の
実
証
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。（
地
方
公
務
員
法
第
15
条
）

　
ま
た
、
こ
の
成
績
主
義
の
原
則
に
基
づ
き
、
職
員
の
採
用
は
公
開

平
等
の
競
争
試
験
、
あ
る
い
は
選
考
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

多
度
津
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

多
度
津
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

技能労務職一般行政職 合　計

議　会
総　務
税　務
労　働
農　水
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計
教　育
消　防
小　計
病　院
水　道
下水道
その他
小　計

0
3
0
0
0
0
1
0
△3
1
△3
0
△3
0
0
1
0
1
△1

002
039
013
000
009
001
011
011
017
103（0）
034
034
068（0）
001
008
005
009
023（0）
194（0）

■職員数

■職員の任免状況

（各年４月１日現在〈単位：人〉）

部　門

合　計

区　分
主  な  増  減  理  由対前年増減数

平 成 26 年
002
036
013
000
009
001
010
011
020
102（0）
037
034
071（0）
001
008
004
009
022（0）
195（0）

平 成 25 年
職　　員　　数

一
　般
　行
　政

採　用
昇　任
降　任
転　任
定　年
勧　奨
その他

03
13

03 01

03
13

04

任  用

退  職

特
別
行
政

公
営
企
業
会
計

人事異動による増

人事異動による増

人事異動による減

人事異動による減

人事異動による増

（平成25年度）

競争試験
筆記試験
口述試験

試験種類
■採用試験実施状況

一 次
二 次

大 卒 程 度
一般行政職
30
2

短大卒程度
幼稚園教諭

2
1

試  験
内  容

区　分
職　種

申込者数（人）
採用者数（人）

（平成26年４月１日現在） ■
職
員
の
給
与
状
況

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
多
度
津
町
職

員
の
給
与
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
民
間
と

の
比
較
、
国
家
公
務
員
と
の
バ
ラ
ン

ス
な
ど
を
考
え
て
決
め
て
い
ま
す
。

　
多
度
津
町
職
員
の
給
与
も
、
職
種

に
よ
り
若
干
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

給
与
制
度
は
国
家
公
務
員
の
給
与
制

度
に
準
じ
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
給

与
に
は
基
本
給
で
あ
る
給
料
の
ほ
か

に
、
期
末
・
勤
勉
手
当
（
民
間
で
い

う
ボ
ー
ナ
ス
）、
扶
養
手
当
、
通
勤

手
当
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
退
職
し
た

場
合
に
は
、
勤
続
年
数
に
応
じ
た
退

職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

平均給料月額
平均年齢

30万1,199円
40.9歳

■職員の給与状況

■職員の平均給料月額・平均年齢

（平成26年４月１日現在）

大学卒
高校卒

17万2,200円
14万　100円

■職員の初任給（一般行政職）

（平成25年度一般会計決算額）

歳出決算
（Ａ）

人件費比率
（Ｂ／Ａ）

人件費
（Ｂ）

80億3,566万円 18.6％14億9,118万円

■人件費の状況

（平成26年度一般会計予算額）

職員１人当たり
（Ｂ／Ａ）

職　員　数
（Ａ）

6億2,084万円172人
給　料

7,843万円
職員手当

2億2,098万円
期末勤勉

9億2,025万円 535万円
合　計（Ｂ）

給　　与　　費

（平成26年４月１日現在）

区　分 給料月額
■特別職の報酬等状況

町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

79万8,000円
60万3,000円
52万9,000円
36万9,000円
31万7,000円
30万3,000円

期末手当

6月期1.40月分
12月期1.50月分
合計  2.90月分

給　料

報　酬

（平成26年４月１日現在）

区 分 職　　務 職員数
■等級別職員数

課長・室長・所長・主幹

課長補佐・室長補佐・
副主幹
係長・主査・主任主事・
主任技師
主任主事・主任技師・
主事・技師

主事・技師

主事・技師・主事補・
技師補

合　計

16人

26人

40人

59人

29人

24人

194人

構成比

8.2％

13.4％

20.6％

30.4％

15.0％

12.4％

100.0％

６級

５級

４級

３級

２級

１級

（平成26年４月１日現在）

6月期
12月期

期　末
■職員の期末・勤勉手当状況

1.225月分
1.375月分

勤　勉
0.675月分
0.675月分

合　計 2.600月分 1.350月分
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人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨
　　　　時・非常勤職員を除いている。
　　２．（　）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きである。
　　※県下９町で多度津町のみ単独消防を有しています。
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試験種類
■採用試験実施状況

一 次
二 次

大 卒 程 度
一般行政職
30
2

短大卒程度
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2
1
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内  容

区　分
職　種

申込者数（人）
採用者数（人）

（平成26年４月１日現在） ■
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員
の
給
与
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の
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に
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員
の
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状
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を
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に
、
そ
の
内
容
を
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す
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す
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度
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員
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も
、
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若
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の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
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与
制
度
は
国
家
公
務
員
の
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与
制

度
に
準
じ
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
給

与
に
は
基
本
給
で
あ
る
給
料
の
ほ
か

に
、
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末
・
勤
勉
手
当
（
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ボ
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ナ
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な
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ま
す
。
退
職
し
た

場
合
に
は
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平均給料月額
平均年齢

30万1,199円
40.9歳

■職員の給与状況

■職員の平均給料月額・平均年齢

（平成26年４月１日現在）

大学卒
高校卒

17万2,200円
14万　100円

■職員の初任給（一般行政職）

（平成25年度一般会計決算額）

歳出決算
（Ａ）

人件費比率
（Ｂ／Ａ）

人件費
（Ｂ）

80億3,566万円 18.6％14億9,118万円

■人件費の状況

（平成26年度一般会計予算額）

職員１人当たり
（Ｂ／Ａ）

職　員　数
（Ａ）

6億2,084万円172人
給　料

7,843万円
職員手当

2億2,098万円
期末勤勉

9億2,025万円 535万円
合　計（Ｂ）

給　　与　　費

（平成26年４月１日現在）

区　分 給料月額
■特別職の報酬等状況

町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

79万8,000円
60万3,000円
52万9,000円
36万9,000円
31万7,000円
30万3,000円

期末手当

6月期1.40月分
12月期1.50月分
合計  2.90月分

給　料

報　酬

（平成26年４月１日現在）

区 分 職　　務 職員数
■等級別職員数

課長・室長・所長・主幹

課長補佐・室長補佐・
副主幹
係長・主査・主任主事・
主任技師
主任主事・主任技師・
主事・技師

主事・技師

主事・技師・主事補・
技師補

合　計

16人

26人

40人

59人

29人

24人

194人

構成比

8.2％

13.4％

20.6％

30.4％

15.0％

12.4％

100.0％

６級

５級

４級

３級

２級

１級

（平成26年４月１日現在）

6月期
12月期

期　末
■職員の期末・勤勉手当状況

1.225月分
1.375月分

勤　勉
0.675月分
0.675月分

合　計 2.600月分 1.350月分
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人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況町の財政状況町の財政状況

【一般会計】
● 歳　入 　

平
成
26
年
度
上
半
期
（
平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
９
月
30
日
）
に
お
い
て
の
多

度
津
町
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
財
政
状
況
（
歳
入
・
歳
出
執
行
状

況
）
を
、「
地
方
自
治
法
及
び
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

※
１
万
円
未
満
お
よ
び
小
数
点
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
額
が
合
わ
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
繰
越
明
許
を
含
み
ま
す
。

款　別 予算現額
（Ａ）

収入率
（Ｂ／Ａ）％

30億0,871万円
14億6,100万円
11億8,611万円
6億0,010万円
26億3,418万円
15億5,785万円
3億5,339万円

108億0,133万円

収入済額
（Ｂ）

2０億7,295万円
10億0,375万円
3億4,416万円
9,908万円

0万円
7億8,899万円
1億8,466万円
44億9,359万円

68.9
68.7
29.0
16.5
0.0
50.6
52.3
41.6

町　　　　　　税
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県　支　出　金
町　　　　　　債
その他（自主財源）
その他（依存財源）

合　計

● 歳　出
款　別 予算現額

（Ａ）
支出率
（Ｂ／Ａ）％

1億1,721万円
13億7,858万円
27億1,096万円
6億2,139万円
2億1,269万円
9,092万円

7億9,028万円
10億3,480万円
28億2,633万円
9億6,795万円
5,022万円

108億0,133万円

支出済額
（Ｂ）

6,403万円
8億0,924万円
9億0,045万円
2億5,933万円
7,716万円
6,798万円

2億2,796万円
3億9,164万円
11億1,086万円
4億1,124万円
1,637万円

43億3,625万円

54.6
58.7
33.2
41.7
36.3
74.8
28.8
37.8
39.3
42.5
32.6
40.1

議　　会　　費
総　　務　　費
民　　生　　費
衛　　生　　費
農 林 水 産 業 費
商　　工　　費
土　　木　　費
消　　防　　費
教　　育　　費
公　　債　　費
そ　　の　　他

合　計

【特別会計】
会　計　名 予算現額

（Ａ）
収入率
（Ｂ／Ａ）％

28億1,022万円
2,525万円

8億8,957万円
20億8,476万円
3億2,120万円

収入済額
（Ｂ）

10億9,150万円
584万円

2億3,736万円
7億8,226万円
1億2,135万円

支出済額
（Ｃ）

11億2,701万円
1,125万円

4億2,000万円
8億5,839万円
1億1,421万円

38.8
23.1
26.7
37.5
37.8

支出率
（C／Ａ）％

40.1
44.5
47.2
41.2
35.6

国 民 健 康 保 険
国民健康保険直営診療所
公 共 下 水 道
介　護　保　険
後期高齢者医療保険

【公営企業会計】
会　計　名 収益的収入 資本的収入

3億8,748万円

収益的支出

3億1,725万円

資本的支出

1億0,081万円0円上 水 道 事 業

（平成26年３月31日現在）

階層別研修区　分

研　修　名

受　講　数

実 施 場 所

能力開発研修

■福利厚生状況

■職員の研修

（平成26年４月１日現在）

区　分

職員の保健等 健康診断等の実施、健康教室の開催、健康・栄養相談の実施など

共 済 組 合

互　助　会

●短期給付・・・組合員とその家族の病気・ケガ・出産・死亡・休業又は災害に対する必要な給付
　　保  健  給  付：療養給付、入院時療養費、高額療養費、出産費、埋葬料、家族療養費など
　　休  業  給  付：傷病手当金、出産手当金、育児休業手当金など
　　災  害  給  付：弔慰金、災害見舞金、家族弔慰金

●長期給付・・・組合員の退職・障害又は死亡に対して、年金又は一時金の給付
　　退職共済年金：原則として、組合員期間などが25年以上で、かつ、65歳以上であるときに支給
　　障害共済年金：在職中に初診日のある病気やケガにより一定程度の障がい状態になったときに支給
　　遺族共済年金：在職中または退職後に死亡したときに支給

●福祉事業・・・組合員とその家族の健康の保持増進事業、保健施設の運営と貯金、貸付事業
　　保  健  事  業：疾病予防、健康の保持増進のための事業、および保養・教養のための事業
　　宿  泊  事  業：組合員や家族が利用するための保養・宿泊施設の経営事業
　　貯  金  事  業：組合員の貯金を受入れ、効率的運用により、一般より有利な利息を支払う貯金事業
　　貸  付  事  業：組合員の臨時の支出、また住宅の取得のために必要な資金の貸付事業

●公益事業：市町およびその住民に対する事業
●給付事業：現会員の掛金（50％）および市町の負担金（50％）により、相互扶助事業および福利厚生事業
●厚生事業：現会員の保険加入事業

主　な　内　容

・初任者研修
・３年目職員研修
・係長級研修
・課長補佐級研修
・課長級研修　ほか

・条例の読み方・作り方講座
・ロジカルシンキング講座
・コーチング講座
・データの見方・活かし方講座
・文章力向上講座　　　　ほか

香川県市町職員研修センター
香川県自治研修所

31人 12人

（平成25年度発生分）

件　数区　分

公 務 災 害
通 勤 災 害

■公務災害認定状況

２件
０件

■
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と

　
職
員
に
は
、
公
務
能
率
の
発
揮
お
よ

び
増
進
の
た
め
に
、
研
修
を
受
け
る
機

会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
地
方
公

共
団
体
は
、
研
修
の
目
標
、
研
修
に
関

す
る
計
画
の
指
針
と
な
る
べ
き
事
項
、

そ
の
他
研
修
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
地
方
公
務
員
法
第
39
条
）

■
職
員
の
福
利
お
よ
び
利
益
の

保
護
に
関
す
る
こ
と

　
地
方
公
共
団
体
は
、
職
員
の
保
健
、

元
気
回
復
、
そ
の
他
、
厚
生
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
計
画
を
樹
立
し
、

こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
地
方
公
務
員
法
第
42
条
）

　
ま
た
、
職
員
、
ま
た
は
そ
の
被
扶

養
者
の
病
気
・
負
傷
・
出
産
・
死

亡
・
災
害
等
に
関
し
て
、
適
切
な
給

付
を
行
う
た
め
の
相
互
救
済
を
目
的

と
す
る
共
済
制
度
の
実
施
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
地
方
公
務
員
法
第

43
条
第
１
項
）
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
実
施
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
市
町

村
職
員
互
助
会
が
会
員
お
よ
び
家
族

の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
寄

与
し
、
併
せ
て
公
務
の
効
率
的
運
営

の
た
め
相
互
救
済
を
目
的
と
し
た
給

付
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多度津町の財政執行状況（平成26年度上半期）多度津町の財政執行状況（平成26年度上半期）
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人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況町の財政状況町の財政状況

【一般会計】
● 歳　入 　

平
成
26
年
度
上
半
期
（
平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
９
月
30
日
）
に
お
い
て
の
多

度
津
町
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の
財
政
状
況
（
歳
入
・
歳
出
執
行
状

況
）
を
、「
地
方
自
治
法
及
び
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

※
１
万
円
未
満
お
よ
び
小
数
点
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
額
が
合
わ
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
繰
越
明
許
を
含
み
ま
す
。

款　別 予算現額
（Ａ）

収入率
（Ｂ／Ａ）％

30億0,871万円
14億6,100万円
11億8,611万円
6億0,010万円
26億3,418万円
15億5,785万円
3億5,339万円

108億0,133万円

収入済額
（Ｂ）

2０億7,295万円
10億0,375万円
3億4,416万円
9,908万円

0万円
7億8,899万円
1億8,466万円
44億9,359万円

68.9
68.7
29.0
16.5
0.0
50.6
52.3
41.6

町　　　　　　税
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県　支　出　金
町　　　　　　債
その他（自主財源）
その他（依存財源）

合　計

● 歳　出
款　別 予算現額

（Ａ）
支出率
（Ｂ／Ａ）％

1億1,721万円
13億7,858万円
27億1,096万円
6億2,139万円
2億1,269万円
9,092万円

7億9,028万円
10億3,480万円
28億2,633万円
9億6,795万円
5,022万円

108億0,133万円

支出済額
（Ｂ）

6,403万円
8億0,924万円
9億0,045万円
2億5,933万円
7,716万円
6,798万円

2億2,796万円
3億9,164万円
11億1,086万円
4億1,124万円
1,637万円

43億3,625万円

54.6
58.7
33.2
41.7
36.3
74.8
28.8
37.8
39.3
42.5
32.6
40.1

議　　会　　費
総　　務　　費
民　　生　　費
衛　　生　　費
農 林 水 産 業 費
商　　工　　費
土　　木　　費
消　　防　　費
教　　育　　費
公　　債　　費
そ　　の　　他

合　計

【特別会計】
会　計　名 予算現額

（Ａ）
収入率
（Ｂ／Ａ）％

28億1,022万円
2,525万円

8億8,957万円
20億8,476万円
3億2,120万円

収入済額
（Ｂ）

10億9,150万円
584万円

2億3,736万円
7億8,226万円
1億2,135万円

支出済額
（Ｃ）

11億2,701万円
1,125万円

4億2,000万円
8億5,839万円
1億1,421万円

38.8
23.1
26.7
37.5
37.8

支出率
（C／Ａ）％

40.1
44.5
47.2
41.2
35.6

国 民 健 康 保 険
国民健康保険直営診療所
公 共 下 水 道
介　護　保　険
後期高齢者医療保険

【公営企業会計】
会　計　名 収益的収入 資本的収入

3億8,748万円

収益的支出

3億1,725万円

資本的支出

1億0,081万円0円上 水 道 事 業

（平成26年３月31日現在）

階層別研修区　分

研　修　名

受　講　数

実 施 場 所

能力開発研修

■福利厚生状況

■職員の研修

（平成26年４月１日現在）

区　分

職員の保健等 健康診断等の実施、健康教室の開催、健康・栄養相談の実施など

共 済 組 合

互　助　会

●短期給付・・・組合員とその家族の病気・ケガ・出産・死亡・休業又は災害に対する必要な給付
　　保  健  給  付：療養給付、入院時療養費、高額療養費、出産費、埋葬料、家族療養費など
　　休  業  給  付：傷病手当金、出産手当金、育児休業手当金など
　　災  害  給  付：弔慰金、災害見舞金、家族弔慰金

●長期給付・・・組合員の退職・障害又は死亡に対して、年金又は一時金の給付
　　退職共済年金：原則として、組合員期間などが25年以上で、かつ、65歳以上であるときに支給
　　障害共済年金：在職中に初診日のある病気やケガにより一定程度の障がい状態になったときに支給
　　遺族共済年金：在職中または退職後に死亡したときに支給

●福祉事業・・・組合員とその家族の健康の保持増進事業、保健施設の運営と貯金、貸付事業
　　保  健  事  業：疾病予防、健康の保持増進のための事業、および保養・教養のための事業
　　宿  泊  事  業：組合員や家族が利用するための保養・宿泊施設の経営事業
　　貯  金  事  業：組合員の貯金を受入れ、効率的運用により、一般より有利な利息を支払う貯金事業
　　貸  付  事  業：組合員の臨時の支出、また住宅の取得のために必要な資金の貸付事業

●公益事業：市町およびその住民に対する事業
●給付事業：現会員の掛金（50％）および市町の負担金（50％）により、相互扶助事業および福利厚生事業
●厚生事業：現会員の保険加入事業

主　な　内　容

・初任者研修
・３年目職員研修
・係長級研修
・課長補佐級研修
・課長級研修　ほか

・条例の読み方・作り方講座
・ロジカルシンキング講座
・コーチング講座
・データの見方・活かし方講座
・文章力向上講座　　　　ほか

香川県市町職員研修センター
香川県自治研修所

31人 12人

（平成25年度発生分）

件　数区　分

公 務 災 害
通 勤 災 害

■公務災害認定状況

２件
０件

■
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と

　
職
員
に
は
、
公
務
能
率
の
発
揮
お
よ

び
増
進
の
た
め
に
、
研
修
を
受
け
る
機

会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
地
方
公

共
団
体
は
、
研
修
の
目
標
、
研
修
に
関

す
る
計
画
の
指
針
と
な
る
べ
き
事
項
、

そ
の
他
研
修
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
地
方
公
務
員
法
第
39
条
）

■
職
員
の
福
利
お
よ
び
利
益
の

保
護
に
関
す
る
こ
と

　
地
方
公
共
団
体
は
、
職
員
の
保
健
、

元
気
回
復
、
そ
の
他
、
厚
生
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
計
画
を
樹
立
し
、

こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
地
方
公
務
員
法
第
42
条
）

　
ま
た
、
職
員
、
ま
た
は
そ
の
被
扶

養
者
の
病
気
・
負
傷
・
出
産
・
死

亡
・
災
害
等
に
関
し
て
、
適
切
な
給

付
を
行
う
た
め
の
相
互
救
済
を
目
的

と
す
る
共
済
制
度
の
実
施
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
地
方
公
務
員
法
第

43
条
第
１
項
）
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
実
施
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
市
町

村
職
員
互
助
会
が
会
員
お
よ
び
家
族

の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
寄

与
し
、
併
せ
て
公
務
の
効
率
的
運
営

の
た
め
相
互
救
済
を
目
的
と
し
た
給

付
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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平成27年度保育所（園）入所申込について平成27年度保育所（園）入所申込について
平成27年４月から子ども・子育て支援新制度がスタートすることに
伴い、保育所へ入所するための手続きが変更になります。
平成27年４月から子ども・子育て支援新制度がスタートすることに
伴い、保育所へ入所するための手続きが変更になります。

受付期間

・入所を希望する保育所へ直接お申込みください。
・入所日は原則、月の初日です。
・入所希望をされても、定員などの都合で入所できない場合があります。

　申込後に家庭の状況（婚姻、離婚等）、住所、勤務先、町民税額の変更等、申込内容に変更が
あった場合は、多度津町福祉保健課もしくは保育所へ速やかに申し出てください。
　就労予定で入所した場合、就労後、速やかに就労証明書を提出してください。
※変更の都度、（１）支給認定申請書　兼　入所申込書　が必要です。

所得税をもとに算定していた保育料は、平成27年度から町民税額をもとに
算定されます。

保育所や幼稚園を利用するために入所・入園手続と同時に支給認定申請を行い、
保護者の就労状況や希望する施設に応じた「認定」を受けることが必要となります。

（１）支給認定申請書　兼　入所申込書　　　　　　　児童１人につき１部
（２）保育が必要であることを証する書類　　　　　　父母それぞれ提出

保育所を利用するためには、多度津町内に住民登録されている児童が下記の表における
「保育が必要な理由」に該当する必要があります。

（３）所得課税証明書（町外で課税されている方のみ）
　　（４月から８月の利用について）平成26年度所得課税証明書
　　　　　　　　　　　　　　　平成26年１月１日時点で住所地のあった市区町村発行のもの
　　（９月以降の利用について）　　平成27年度所得課税証明書
　　　　　　　　　　　　　　　平成27年１月１日時点で住所地のあった市区町村発行のもの
※なお、町内に住所地があった場合でも、未申告の方は税情報が分かりませんので、必ず税務課
　などに申告をお願いします。

保育が必要な理由 添付書類

１．就労の場合

２．求職活動の場合

３．妊娠出産の場合

４．保護者の疾病･障害の場合

５．同居等親族の介護･看護の場合

６．災害復旧の場合

７．就学の場合

８．その他の理由で児童の保育ができない場合

就労証明書

求職活動申出書

母子手帳の写し（分娩日記載ページなど）

診断書（町指定様式）

診断書（町指定様式）

罹災証明等

就学証明書

申出書（任意様式）対　　象

満３歳未満の
子ども

満３歳以上小学校
就学前の子ども

３号認定
（保育所）

２号認定
（保育所）

保  育  標  準  時  間
保　育　短　時　間
保  育  標  準  時  間
保　育　短　時　間

保育を必要とする認定区分
（主な利用できる施設）

１号認定
（幼稚園） 教  育  標  準  時  間

保育を必要としない認定区分
（主な利用できる施設）

利用開始月 受付期間

４月から新規（継続含む）に入所を希望する人

５月以降に入所を希望する人

平成26年12月１日～26日

随　　　時

申込方法

【問合せ】多度津町福祉保健課　保育所担当　☎３３－４４８８

1

書類記載内容の変更

保育料について

保育時間は､支給認定証（★）の区分により、保育標準時間
（８～11時間）と保育短時間（８時間未満）に分けられます。
○保育標準時間と保育短時間って？
新制度では、保護者の就労等の状況から、保育所等を利用できる時間を次の２区分で認定します。
（どちらの認定区分になったかは、支給認定証に記載されます。）
・保育標準時間：最大11時間（保育所の指定する時間）→　月120時間以上の就労など
・保育短時間　：最大８時間 （保育所の指定する時間）→　月48時間以上の就労など
※48時間未満の就労などでは、保育所の利用はできません。
※指定する時間を超過すると、別途利用料が発生します。

保育時間について

3

提出書類2

\ 変更点① /

昨年度までより、
１ヶ月

早くなります。

\ 変更点② /

申込みの際、
支給認定申請が
必要になります。

\ 変更点③ /
新しい国の方針に合わせ、
平成27年４月に
改定予定です。

\ 変更点④ /

保育を必要とする程度で、
保育を受けられる

利用時間が変わります。

★支給認定証とは

支給認定区分表
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親切・人権親切・人権

　子どもへの虐待とは、本来の子どもを守
るべき親や親に代わる保護者が、子どもの
体や心を傷つけることをいいます。虐待は、
子どもの心身に重大な影響を与え、子ども
に対する最も深刻な人権侵害といえます。
　平成24年度の県児童相談所の虐待対応件
数は、493件です。「おかしい」と感じた
ら迷わずご連絡ください。虐待はあなたの
周りでも起こりえます。

【問合せ】

子ども女性相談センター　☎（０８７）８６２－８８６１

西部子ども相談センター　☎（０８７７）２４－３１７３

多度津町福祉保健課　　　☎（０８７７）３３－４４８８

12月10日は「人権デー」

重点目標：子どもの人権擁護の推進

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～

子育て？しつけ？いいえ、虐待です！

12月４日～10日は
人権週間：国民に人
権の大切さを知って
もらうため、様々な
啓発活動が展開され
ます。

文 

化 

教 

養

■
桃
陵
大
学
12
月
行
事

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
11
日
（木）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

（
伝
承
遊
び
）

　
場
所
＝
多
度
津
小
学
校

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
７
日
（日）
／
９
時

　
行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

（
た
こ
づ
く
り
）

　
場
所
＝
豊
原
小
学
校
体
育
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
６
日
（土）
／
９
時

　
行
事
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
場
所
＝
四
箇
小
学
校
体
育
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
２
日
（火）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

（
も
ち
つ
き
大
会
）

　
場
所
＝
白
方
幼
稚
園

②
日
時
＝
12
月
13
日
（土）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

（
学
習
発
表
会
）

　
場
所
＝
白
方
幼
稚
園

②
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
桃
陵

　
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

１
階
・
２
階
指
定
壁
面

※
期
間
は
い
ず
れ
も
12
月
１
日
（月）

　
〜
26
日
（金）
の
８
時
30
分
〜
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■『
ひ
だ
ま
り
』12
月
講
習

●
16
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　
『
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
』

　
▽
講
師
＝
塚
本
　
正
彦
先
生

【
問
合
せ
】

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33
|

４
７
５
５

　
た
ど
つ
シ
ル
バ
ー『
ひ
だ
ま
り
』

☎
33
|

４
７
６
０

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
12
月
14
日
（日）

　
葉
加
瀬
太
郎
コ
ン
サ
ー
ト

　
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ａ
ｃ
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ

　
Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
　
”エ
ト
ピ
リ
カ
“

　開
場
17
時
00
分 

開
演
17
時
30
分

●
12
月
21
日
（日）

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
発
表
会

　開
場
12
時
30
分 

開
演
13
時
00
分

●
12
月
23
日
（火）

　
ヤ
マ
ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン

ス
テ
ー
ジ
２
０
１
４

　開
場
13
時
30
分 

開
演
14
時
00
分

■
老
人
ク
ラ
ブ
12
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
12
月
12
日
（金）
／
10
時

　
行
事
＝
年
末
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　
場
所
＝
町
内

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
５
日
（金）
／
11
時

　
行
事
＝
多
度
津
地
区
合
同
役
員
会

　
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

②
日
時
＝
12
月
15
日
（月）
／
10
時

　
行
事
＝
い
き
い
き
サ
ロ
ン

年
忘
れ
の
会

　
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
21
日
（日）
／
10
時

　
行
事
＝
四
箇
天
寿
会
連
合
会

役
員
会

　
場
所
＝
四
箇
地
区
公
民
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
７
日
（日）
／
10
時

　
行
事
＝
高
齢
者
料
理
教
室

　
場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
陶
芸

　
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●『
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
に
！
』

　
　
多
度
津
町
立
豊
原
幼
稚
園

　
園 

長
　
野
田
　
直
子

　
気
持
ち
よ
く
晴
れ
た
秋
の
遠
足

の
朝
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー

す
！
」
と
元
気
に
職
員
室
に
挨
拶

に
き
た
年
長
児
の
男
児
の
手
に
は

か
わ
い
い
袋
。「
お
留
守
番
で
寂

し
い
け
ど
、
こ
れ
食
べ
て
ね
！
」

と
遠
足
に
行
け
な
い
事
務
の
先
生

に
お
や
つ
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た

の
で
し
た
。
な
ん
て
う
れ
し
い
心

遣
い
。
き
っ
と
彼
は
い
つ
も
親
切

に
お
世
話
し
て
く
れ
る
事
務
の
先

生
が
大
好
き
な
の
で
し
ょ
う
。
二

人
の
心
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
私

も
本
当
に
う
れ
し
く
、
あ
た
た
か

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
い
ろ
い
ろ
な
人
と

か
か
わ
る
中
で
、
楽
し
い
、
う
れ

し
い
、
悲
し
い
な
ど
様
々
な
感
情

体
験
を
し
な
が
ら
気
持
ち
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
思
い
や
り
の
気
持

ち
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。「
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
て
」
と
言
葉
で

言
っ
て
も
そ
れ
は
言
葉
と
し
て
入

っ
て
く
る
だ
け
で
す
。
優
し
く
さ

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
と
い
う
経
験

や
認
め
ら
れ
て
い
る
、
必
要
と
さ

　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
り
の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
多

　
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
ー
、
多
度
津
町
生
活
研
究
グ
ル

　
ー
プ
連
絡
協
議
会
、
多
度
津
ニ

　
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
民
生

　
委
員
協
議
会
、
葛
原
正
八
幡
神

　
社
西
獅
子
組
、
東
白
方
獅
子
舞

　
保
存
会
、
天
神
睦
会
、
豊
原
保

　
育
所
、
白
方
保
育
所
、
四
箇
小

　
学
校
、
四
箇
地
区
公
民
館
カ
ラ

　
オ
ケ
同
好
会
、
無
徳
神
神
社
、

　
山
崎
生
花
店

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
秋
山
由
紀
子
（
葛
　
原
）

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　
宮
川
　
正
輝
（
丸
亀
市
）

　
植
田
　
琴
美
（
家
　
中
）

　
川
江
美
津
子
（
道
福
寺
）

　
安
藤
　
幸
洋
（
幸
　
町
）

　
山
下
賢
一
郎
（
南
　
鴨
）

　
亀
井
加
代
子
（
三
　
井
）

　
道
上
真
由
美
（
　
庄
　
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
丸
岡
佐
登
美
（
善
通
寺
市
）

　
峯
俊
　
恵
子
（
善
通
寺
市
）

　
難
波
　
広
見
（
坂
出
市
）

ル
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
子
ど
も

達
の
思
い
に
気
づ
き
受
け
止
め
、

そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
返
し
て

い
け
る
大
人
で
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
達
一
人

ひ
と
り
が
、
友
達
と
一
緒
に
思
い

き
り
好
き
な
こ
と
を
楽
し
み
な
が

ら
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し
輝
く
こ

と
が
で
き
る
幼
稚
園
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
幼
稚
園
に
な
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
善 

意
（
10
月
分
）
敬
称
略

●『
小
さ
な
親
切
』
運
動

多
度
津
町
支
部
　

　
秋
山
　
加
代
（
見
　
立
）

　
伊
藤
　
嘉
子
（
桜
　
川
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

『
桃
陵
苑
』

　
佐
藤
　
道
子
（
西
港
町
）

　
坪
井
　
一
義
（
葛
　
原
）

　
塩
田
　
吉
之
（
三
　
井
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

れ
て
い
る
、
愛
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
ど
れ
だ
け
実
感
で
き
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
。
う
れ

し
い
よ
。
大
好
き
だ
よ
」
と
言
葉

で
、
抱
き
し
め
た
り
手
を
握
っ
た

り
な
ど
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
子
ど

も
達
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
人
を
信

頼
す
る
気
持
ち
、
自
分
を
大
切
に

し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
高
め
る

こ
と
が
周
り
の
人
も
大
切
に
す
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
に
は
小
さ
な
親
切
（
私

達
に
と
っ
て
は
決
し
て
小
さ
く
は

な
い
の
で
す
が
）
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
友
達
の
し
ま
い
忘
れ
た
靴
を

だ
ま
っ
て
靴
箱
に
戻
し
て
あ
げ
る

年
中
さ
ん
。
自
分
が
や
り
た
い
気

持
ち
を
我
慢
し
て
年
少
さ
ん
に
ぶ

ら
ん
こ
を
譲
っ
て
あ
げ
る
年
長
さ

ん
。
病
気
で
欠
席
し
て
い
る
友
達

を
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
な
あ
？
治

っ
た
ら
楽
し
か
っ
た
今
日
の
遊
び

を
教
え
て
あ
げ
よ
う
」
と
心
配
す

る
年
少
さ
ん
。
日
々
そ
ん
な
子
ど

も
達
と
一
緒
に
生
活
で
き
る
こ
と

を
と
て
も
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。

と
同
時
に
責
任
の
重
さ
も
痛
感
し

ま
す
。
ま
ず
私
自
身
が
い
い
モ
デ

　
高
谷
　
修
三
（
日
の
出
町
）

　
久
山
奈
保
子
（
　
庄
　
）

　
秋
山
　
佳
弘
（
丸
亀
市
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
多

　
度
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■
平
成
26
年
度『
環
境
標
語
』

　小
・
中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
白
方
小
学
校
】

エ
ア
コ
ン
は

か
ぞ
く
み
ん
な
で
あ
つ
ま
っ
て

た
の
し
く
わ
い
わ
い
省
エ
ネ
し
よ
う

１
年
　
藤
田
　
大
翔

リ
サ
イ
ク
ル

小
さ
な
ど
り
ょ
く
で

ち
き
ゅ
う
を
ま
も
ろ
う

２
年
　
村
井
　
希
颯

マ
イ
バ
ッ
グ
　
持
参
で
守
る

地
球
の
未
来

４
年
　
池
下
　
七
星

し
ゃ
べ
ら
な
い

だ
け
ど
木
だ
っ
て

生
き
て
る
よ

５
年
　
山
下
　
そ
ら

※
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
等
は
、

　
選
出
時
点
の
も
の
で
す
。
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親切・人権親切・人権

　子どもへの虐待とは、本来の子どもを守
るべき親や親に代わる保護者が、子どもの
体や心を傷つけることをいいます。虐待は、
子どもの心身に重大な影響を与え、子ども
に対する最も深刻な人権侵害といえます。
　平成24年度の県児童相談所の虐待対応件
数は、493件です。「おかしい」と感じた
ら迷わずご連絡ください。虐待はあなたの
周りでも起こりえます。

【問合せ】

子ども女性相談センター　☎（０８７）８６２－８８６１

西部子ども相談センター　☎（０８７７）２４－３１７３

多度津町福祉保健課　　　☎（０８７７）３３－４４８８

12月10日は「人権デー」

重点目標：子どもの人権擁護の推進

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～

子育て？しつけ？いいえ、虐待です！

12月４日～10日は
人権週間：国民に人
権の大切さを知って
もらうため、様々な
啓発活動が展開され
ます。

文 

化 

教 

養

■
桃
陵
大
学
12
月
行
事

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
11
日
（木）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

（
伝
承
遊
び
）

　
場
所
＝
多
度
津
小
学
校

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
７
日
（日）
／
９
時

　
行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

（
た
こ
づ
く
り
）

　
場
所
＝
豊
原
小
学
校
体
育
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
６
日
（土）
／
９
時

　
行
事
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
場
所
＝
四
箇
小
学
校
体
育
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
２
日
（火）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

（
も
ち
つ
き
大
会
）

　
場
所
＝
白
方
幼
稚
園

②
日
時
＝
12
月
13
日
（土）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

（
学
習
発
表
会
）

　
場
所
＝
白
方
幼
稚
園

②
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
桃
陵

　
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

１
階
・
２
階
指
定
壁
面

※
期
間
は
い
ず
れ
も
12
月
１
日
（月）

　
〜
26
日
（金）
の
８
時
30
分
〜
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■『
ひ
だ
ま
り
』12
月
講
習

●
16
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　
『
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
』

　
▽
講
師
＝
塚
本
　
正
彦
先
生

【
問
合
せ
】

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33
|

４
７
５
５

　
た
ど
つ
シ
ル
バ
ー『
ひ
だ
ま
り
』

☎
33
|

４
７
６
０

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
12
月
14
日
（日）

　
葉
加
瀬
太
郎
コ
ン
サ
ー
ト

　
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ａ
ｃ
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ

　
Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
　
”エ
ト
ピ
リ
カ
“

　開
場
17
時
00
分 

開
演
17
時
30
分

●
12
月
21
日
（日）

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
発
表
会

　開
場
12
時
30
分 

開
演
13
時
00
分

●
12
月
23
日
（火）

　
ヤ
マ
ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン

ス
テ
ー
ジ
２
０
１
４

　開
場
13
時
30
分 

開
演
14
時
00
分

■
老
人
ク
ラ
ブ
12
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
12
月
12
日
（金）
／
10
時

　
行
事
＝
年
末
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　
場
所
＝
町
内

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
５
日
（金）
／
11
時

　
行
事
＝
多
度
津
地
区
合
同
役
員
会

　
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

②
日
時
＝
12
月
15
日
（月）
／
10
時

　
行
事
＝
い
き
い
き
サ
ロ
ン

年
忘
れ
の
会

　
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
21
日
（日）
／
10
時

　
行
事
＝
四
箇
天
寿
会
連
合
会

役
員
会

　
場
所
＝
四
箇
地
区
公
民
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
12
月
７
日
（日）
／
10
時

　
行
事
＝
高
齢
者
料
理
教
室

　
場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
陶
芸

　
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●『
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
に
！
』

　
　
多
度
津
町
立
豊
原
幼
稚
園

　
園 

長
　
野
田
　
直
子

　
気
持
ち
よ
く
晴
れ
た
秋
の
遠
足

の
朝
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー

す
！
」
と
元
気
に
職
員
室
に
挨
拶

に
き
た
年
長
児
の
男
児
の
手
に
は

か
わ
い
い
袋
。「
お
留
守
番
で
寂

し
い
け
ど
、
こ
れ
食
べ
て
ね
！
」

と
遠
足
に
行
け
な
い
事
務
の
先
生

に
お
や
つ
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た

の
で
し
た
。
な
ん
て
う
れ
し
い
心

遣
い
。
き
っ
と
彼
は
い
つ
も
親
切

に
お
世
話
し
て
く
れ
る
事
務
の
先

生
が
大
好
き
な
の
で
し
ょ
う
。
二

人
の
心
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
私

も
本
当
に
う
れ
し
く
、
あ
た
た
か

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
い
ろ
い
ろ
な
人
と

か
か
わ
る
中
で
、
楽
し
い
、
う
れ

し
い
、
悲
し
い
な
ど
様
々
な
感
情

体
験
を
し
な
が
ら
気
持
ち
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
思
い
や
り
の
気
持

ち
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。「
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
て
」
と
言
葉
で

言
っ
て
も
そ
れ
は
言
葉
と
し
て
入

っ
て
く
る
だ
け
で
す
。
優
し
く
さ

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
と
い
う
経
験

や
認
め
ら
れ
て
い
る
、
必
要
と
さ

　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
り
の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
多

　
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　
ー
、
多
度
津
町
生
活
研
究
グ
ル

　
ー
プ
連
絡
協
議
会
、
多
度
津
ニ

　
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
民
生

　
委
員
協
議
会
、
葛
原
正
八
幡
神

　
社
西
獅
子
組
、
東
白
方
獅
子
舞

　
保
存
会
、
天
神
睦
会
、
豊
原
保

　
育
所
、
白
方
保
育
所
、
四
箇
小

　
学
校
、
四
箇
地
区
公
民
館
カ
ラ

　
オ
ケ
同
好
会
、
無
徳
神
神
社
、

　
山
崎
生
花
店

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
秋
山
由
紀
子
（
葛
　
原
）

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　
宮
川
　
正
輝
（
丸
亀
市
）

　
植
田
　
琴
美
（
家
　
中
）

　
川
江
美
津
子
（
道
福
寺
）

　
安
藤
　
幸
洋
（
幸
　
町
）

　
山
下
賢
一
郎
（
南
　
鴨
）

　
亀
井
加
代
子
（
三
　
井
）

　
道
上
真
由
美
（
　
庄
　
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
丸
岡
佐
登
美
（
善
通
寺
市
）

　
峯
俊
　
恵
子
（
善
通
寺
市
）

　
難
波
　
広
見
（
坂
出
市
）

ル
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
子
ど
も

達
の
思
い
に
気
づ
き
受
け
止
め
、

そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
返
し
て

い
け
る
大
人
で
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
達
一
人

ひ
と
り
が
、
友
達
と
一
緒
に
思
い

き
り
好
き
な
こ
と
を
楽
し
み
な
が

ら
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し
輝
く
こ

と
が
で
き
る
幼
稚
園
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
幼
稚
園
に
な
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
善 

意
（
10
月
分
）
敬
称
略

●『
小
さ
な
親
切
』
運
動

多
度
津
町
支
部
　

　
秋
山
　
加
代
（
見
　
立
）

　
伊
藤
　
嘉
子
（
桜
　
川
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

『
桃
陵
苑
』

　
佐
藤
　
道
子
（
西
港
町
）

　
坪
井
　
一
義
（
葛
　
原
）

　
塩
田
　
吉
之
（
三
　
井
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

れ
て
い
る
、
愛
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
ど
れ
だ
け
実
感
で
き
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
。
う
れ

し
い
よ
。
大
好
き
だ
よ
」
と
言
葉

で
、
抱
き
し
め
た
り
手
を
握
っ
た

り
な
ど
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
子
ど

も
達
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
人
を
信

頼
す
る
気
持
ち
、
自
分
を
大
切
に

し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
高
め
る

こ
と
が
周
り
の
人
も
大
切
に
す
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
に
は
小
さ
な
親
切
（
私

達
に
と
っ
て
は
決
し
て
小
さ
く
は

な
い
の
で
す
が
）
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
友
達
の
し
ま
い
忘
れ
た
靴
を

だ
ま
っ
て
靴
箱
に
戻
し
て
あ
げ
る

年
中
さ
ん
。
自
分
が
や
り
た
い
気

持
ち
を
我
慢
し
て
年
少
さ
ん
に
ぶ

ら
ん
こ
を
譲
っ
て
あ
げ
る
年
長
さ

ん
。
病
気
で
欠
席
し
て
い
る
友
達

を
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
な
あ
？
治

っ
た
ら
楽
し
か
っ
た
今
日
の
遊
び

を
教
え
て
あ
げ
よ
う
」
と
心
配
す

る
年
少
さ
ん
。
日
々
そ
ん
な
子
ど

も
達
と
一
緒
に
生
活
で
き
る
こ
と

を
と
て
も
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。

と
同
時
に
責
任
の
重
さ
も
痛
感
し

ま
す
。
ま
ず
私
自
身
が
い
い
モ
デ

　
高
谷
　
修
三
（
日
の
出
町
）

　
久
山
奈
保
子
（
　
庄
　
）

　
秋
山
　
佳
弘
（
丸
亀
市
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
多

　
度
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■
平
成
26
年
度『
環
境
標
語
』

　小
・
中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
白
方
小
学
校
】

エ
ア
コ
ン
は

か
ぞ
く
み
ん
な
で
あ
つ
ま
っ
て

た
の
し
く
わ
い
わ
い
省
エ
ネ
し
よ
う

１
年
　
藤
田
　
大
翔

リ
サ
イ
ク
ル

小
さ
な
ど
り
ょ
く
で

ち
き
ゅ
う
を
ま
も
ろ
う

２
年
　
村
井
　
希
颯

マ
イ
バ
ッ
グ
　
持
参
で
守
る

地
球
の
未
来

４
年
　
池
下
　
七
星

し
ゃ
べ
ら
な
い

だ
け
ど
木
だ
っ
て

生
き
て
る
よ

５
年
　
山
下
　
そ
ら

※
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
等
は
、

　
選
出
時
点
の
も
の
で
す
。
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文化教養文化教養文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ

（撮影：阿部章仁）

▲50名の講座生が参加

▲10月12日（町民会館）

好評発売中！
★
文
化
事
業
チ
ケ
ッ
ト
情
報
★

　劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　『
ふ
た
り
の
ロ
ッ
テ
』

▽
日
時
＝
平
成
27
年
２
月
14
日
（土）

　開
場
17
時
30
分 

開
演
18
時
00
分

▽
料
金
＝
Ｓ
席
／
４
，
３
２
０
円

　
　
　
　
Ａ
席
／
３
，
２
４
０
円

　
　
　
　
（
全
席
指
定
・
税
込
）

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
民
会
館☎

33
|

３
３
３
０

■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

12
月
行
事

２
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　 

あ
ん
ま
／
13
時

３
日
（水） 

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

５
日
（金） 

体
い
き
い
き
体
操

／
10
時
30
分

８
日
（月） 

詩
吟
講
座
／
10
時

９
日
（火） 

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

／
11
時
30
分

　
　
　 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

10
日
（水） 

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　 

ク
リ
ス
マ
ス
会
／
11
時

11
日
（木） 

脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

12
日
（金） 

生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

16
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

17
日
（水） 

め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

／
９
時
30
分

　
　
　 

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

／
10
時
30
分

18
日
（木） 

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

／
12
時
30
分

19
日
（金） 
体
い
き
い
き
体
操

／
10
時
30
分

　
　
　 
あ
ん
ま
／
13
時

22
日
（月） 

フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

24
日
（水） 

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

25
日
（木） 

脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

　
　
　 

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

26
日
（金） 

生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　
２
日
（火）
・
10
日
（水）
・
16
日
（火）
・

　
24
日
（水）

※
12
月
27
日
〜
１
月
４
日
ま
で
は
、

　
年
末
年
始
の
休
館
日
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32
|

８
５
０
１

【
申
込
み（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）】

　
多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　（
〒
７
６
４‐０
０
１
１

多
度
津
町
栄
町
３‐１‐９
）

☎
33
|

０
７
６
０

■
桃
陵
大
学
中
央
講
座

〜
90
年
前
の
仲
多
度
多
度
津

琴
平
急
行
電
鉄
と
琴
参
〜

　
10
月
17
日
、
香
川
歴
史
研
究
会

の
宮
本
義
行
さ
ん
を
お
招
き
し
、

90
年
前
の
多
度
津
町
の
様
子
や
香

川
県
の
電
車
の
状
況
を
は
じ
め
、

乃
木
将
軍
や
陸
軍
大
演
習
の
写
真

や
資
料
と
共
に
貴
重
な
当
時
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　「
優
し
き
嘘
」
と
は
、
相

　
手
の
い
た
わ
り
で
、
作
者
は
、

　
そ
の
一
言
を
ほ
の
ぼ
の
と
反
芻

　
し
つ
つ
、
明
る
く
月
を
仰
い
で

　
い
る
。
佳
い
作
品
で
し
た
。

【
佳
　作
】

隣
家
の
大
木
二
本
を
倒
さ
れ
ば
晴

れ
た
る
空
の
広
く
明
る
き

南
　
鴨
　
　
　
山
本
　
逸
子

【
佳
　作
】

日
本
列
島
の
胎
児
の
や
う
に
抱
か

れ
て
災
害
少
な
き
故
郷
四
国

　
丸
亀
市
　
　
　
浜
原
　
深
雪

■
次
回
た
ど
つ
歌
壇

第
68
回
短
歌
作
品
募
集

▽
題
名
＝
題
は
自
由
と
す
る

▽
選
者
＝
香
川
県
歌
人
協
会

副
理
事
長
　
横
山
文
雄
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
首
ま
で
を
楷

　
書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　
氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　
中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝

　
　
平
成
27
年
１
月
15
日
（木）
必
着

■
た
ど
つ
歌
壇
（
第
67
回
）

横
山
　文
雄
　選

【
第
一
席
】

萩
む
ら
に
黄
蝶
六
ぴ
き
乱
舞
す
る

曇
る
池
の
辺
観
客
ひ
と
り

葛
　
原
　
　
　
邨
田
　
久
美

　
　
　
古
い
大
き
な
萩
む
ら
の
紅

　
に
対
し
て
黄
蝶
六
つ
。
空
の
青

　
さ
を
出
さ
な
い
と
こ
ろ
が
味
噲

　
で
、
作
者
の
計
算
。
下
句
は
さ

　
び
し
い
様
で
、
佳
景
を
作
者
が

　
独
占
し
て
い
る
佳
什
で
す
。

【
第
二
席
】

秋
空
に
芝
生
の
映
え
る
球
場
に
幸

先
の
よ
き
快
音
ひ
び
く

丸
亀
市
　
　
　
田
中
　
純
子

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
を
題
材
と
し
た

　
ユ
ニ
ー
ク
な
珍
し
い
秀
作
で
し

　
た
。
そ
し
て
、
空
の
青
さ
と
芝

　
生
の
み
ど
り
の
対
比
が
よ
く
、

　
そ
こ
へ
快
音
も
添
え
ら
れ
て
、

　
読
者
も
楽
し
く
な
る
。

【
第
三
席
】

「
い
つ
か
ま
た
」
優
し
き
嘘
と
見

抜
き
つ
つ
信
じ
た
く
な
る
月
の
明

る
さ

堀
　
江
　
　
　
三
宅
　
法
子

■『
第
49
回
観
月
会
』入
選
作
品

●
俳
句
の
部

【
第
一
席
】
　
曽
根
　
崇

　
十
三
夜
影
絵
の
ご
と
き
橋
渡
る

【
第
二
席
】
　
村
井
　
た
く
み

　
後
の
月
祀
る
茶
席
の
混
み
合
へ
る

【
第
三
席
】
　
山
田
　
信
子

　
跳
ぶ
よ
う
な
墨
痕
月
見
茶
の
案
内

●
川
柳
の
部

【
第
一
席
】
　
香
川
　
美
代
子

　
逆
境
も
耐
え
て
感
謝
の
月
あ
お
ぐ

【
第
二
席
】
　
佐
藤
　
秋
子

　
月
の
道
歩
い
た
君
は
征
っ
た
ま
ま

【
第
三
席
】
　
髙
島
　
也
知
子

　
ぽ
っ
か
り
と
母
さ
ん
の
よ
な
月

　
が
出
る

●
短
歌
の
部

【
第
一
席
】
　
向
井
　
富
美
子

　
花
い
か
だ
う
か
べ
て
を
り
し
桜

　
川
今
宵
は
望
の
月
光
あ
そ
ぶ

【
第
二
席
】
　
横
山
　
敦
子

　
散
歩
す
る
未
明
の
空
に
三
日
月

　
が
暈
を
か
づ
き
て
雲
間
に
の
ぞ

　
く

【
第
三
席
】
　
田
中
　
純
子

　
絶
品
の
母
の
あ
ん
こ
の
味
ま
ね

　
て
月
見
団
子
を
供
え
偲
ば
ん

▽
小
学
１
・
２
年
生
女
子

【
個
人
総
合
】

　
１
　
位
＝
田
中
　
愛
永

　
２
　
位
＝
田
中
　
葵

　
３
　
位
＝
糸
川
　
ひ
な

【
種
目
別
・
跳
び
箱
】

　
２
　
位
＝
田
中
　
愛
永

　
３
　
位
＝
塩
田
　
紗
羅

【
種
目
別
・
ゆ
か
】

　
２
　
位
＝
田
中
　
愛
永

　
３
　
位
＝
田
中
　
葵

【
種
目
別
・
平
均
台
】

　
１
　
位
＝
田
中
　
愛
永

　
２
　
位
＝
糸
川
　
ひ
な

　
３
　
位
＝
田
中
　
葵

▽
小
学
３
・
４
年
生
女
子

【
個
人
総
合
】

　
１
　
位
＝
亀
代
　
華
暖

　
２
　
位
＝
山
本
　
乃
愛

【
種
目
別
・
跳
び
箱
】

　
１
　
位
＝
亀
代
　
華
暖

　
２
　
位
＝
山
本
　
乃
愛

　
３
　
位
＝
高
島
　
未
央

【
種
目
別
・
平
均
台
】

　
１
　
位
＝
山
本
　
乃
愛

　
２
　
位
＝
亀
代
　
華
暖

【
種
目
別
・
ゆ
か
】

　
１
　
位
＝
亀
代
　
華
暖

　
３
　
位
＝
山
本
　
乃
愛

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
25
回
香
川
県
ジ
ュ
ニ
ア
体
操 

　
競
技
大
会

　（
10
月
26
日
／
町
民
体
育
館
）

▽
小
学
１
・
２
年
生
男
子

【
個
人
総
合
】

　
２
　
位
＝
濵
邊
　
拓
心

　
３
　
位
＝
松
田
　
和
樹

【
種
目
別
・
ゆ
か
】

　
２
　
位
＝
濵
邊
　
拓
心

　
３
　
位
＝
松
田
　
和
樹

【
種
目
別
・
跳
び
箱
】

　
２
　
位
＝
濵
邊
　
拓
心

　
３
　
位
＝
新
名
　
巧

　
　
　
　
＝
松
田
　
和
樹

▽
Ｂ
リ
ー
グ

　
優
　
勝
＝
チ
ー
ム
Ｍ

　
準
優
勝
＝
Ｚ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ

■
12
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
香
川
県
社
会
人
卓
球
リ
ー
グ

　
▽
日
時
＝
７
日
（日）
／
８
時
30
分

　
▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　
第
２
体
育
館

●
町
招
待
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　
▽
日
時
＝
14
日
（日）
／
８
時
30
分

　
▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
多
度
津
オ
ー
プ
ン
リ
ー
グ

後
期
卓
球
大
会

　
▽
日
時
＝
23
日
（火）
／
８
時

　
▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　
第
２
体
育
館

●
親
子
も
ち
つ
き
大
会
（
町
ス
ポ

　
少
水
泳
・
多
種
目
支
部
）

　
▽
日
時
＝
21
日
（日）
／
８
時
45
分

　
▽
場
所
＝
白
方
小
学
校
体
育
館

●
ク
リ
ス
マ
ス
親
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
▽
日
時
＝
21
日
（日）
／
８
時
30
分

　
▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
平
成
26
年
蹴
り
納
め

　
▽
日
時
＝
28
日
（日）
／
９
時

　
▽
場
所
＝
多
度
津
山
サ
ッ
カ
ー
場

【
種
目
別
・
段
違
い
平
行
棒
】

　
１
　
位
＝
山
本
　
乃
愛

　
２
　
位
＝
亀
代
　
華
暖

　
３
　
位
＝
高
島
　
未
央

▽
小
学
５
・
６
年
生
男
子

【
種
目
別
・
円
馬
】

　
２
　
位
＝
辻
　
修
斗

【
種
目
別
・
鉄
棒
】

　
３
　
位
＝
辻
　
修
斗

▽
小
学
５
・
６
年
生
女
子

【
個
人
総
合
】

　
１
　
位
＝
亀
代
　
愛
華

【
種
目
別
・
跳
馬
】

　
１
　
位
＝
亀
代
　
愛
華

【
種
目
別
・
段
違
い
平
行
棒
】

　
１
　
位
＝
亀
代
　
愛
華

【
種
目
別
・
平
均
台
】

　
２
　
位
＝
亀
代
　
愛
華

　
３
　
位
＝
川
上
　
真
璃

【
種
目
別
・
ゆ
か
】

　
２
　
位
＝
亀
代
　
愛
華

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

（
町
民
野
球
場
）

▽
Ａ
リ
ー
グ

　
優
　
勝
＝
四
変
テ
ッ
ク

　
準
優
勝
＝
イ
ー
グ
ル
ス

ス
ポ
ー
ツ

〔評〕〔評〕

〔評〕
れ

っ

と

う

い
だ

つ
き
か
げ
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文化教養文化教養文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ

（撮影：阿部章仁）

▲50名の講座生が参加

▲10月12日（町民会館）

好評発売中！
★
文
化
事
業
チ
ケ
ッ
ト
情
報
★

　劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　『
ふ
た
り
の
ロ
ッ
テ
』

▽
日
時
＝
平
成
27
年
２
月
14
日
（土）

　開
場
17
時
30
分 

開
演
18
時
00
分

▽
料
金
＝
Ｓ
席
／
４
，
３
２
０
円

　
　
　
　
Ａ
席
／
３
，
２
４
０
円

　
　
　
　
（
全
席
指
定
・
税
込
）

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
民
会
館☎

33
|

３
３
３
０

■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

12
月
行
事

２
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　 

あ
ん
ま
／
13
時

３
日
（水） 

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

５
日
（金） 

体
い
き
い
き
体
操

／
10
時
30
分

８
日
（月） 

詩
吟
講
座
／
10
時

９
日
（火） 

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

／
11
時
30
分

　
　
　 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

10
日
（水） 

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　 

ク
リ
ス
マ
ス
会
／
11
時

11
日
（木） 

脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

12
日
（金） 

生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

16
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

17
日
（水） 

め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

／
９
時
30
分

　
　
　 

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

／
10
時
30
分

18
日
（木） 

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

／
12
時
30
分

19
日
（金） 

体
い
き
い
き
体
操

／
10
時
30
分

　
　
　 

あ
ん
ま
／
13
時

22
日
（月） 

フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

24
日
（水） 

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

25
日
（木） 

脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

　
　
　 

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

26
日
（金） 

生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　
２
日
（火）
・
10
日
（水）
・
16
日
（火）
・

　
24
日
（水）

※
12
月
27
日
〜
１
月
４
日
ま
で
は
、

　
年
末
年
始
の
休
館
日
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32
|

８
５
０
１

【
申
込
み（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）】

　
多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　（
〒
７
６
４‐０
０
１
１

多
度
津
町
栄
町
３‐１‐９
）

☎
33
|

０
７
６
０

■
桃
陵
大
学
中
央
講
座

〜
90
年
前
の
仲
多
度
多
度
津

琴
平
急
行
電
鉄
と
琴
参
〜

　
10
月
17
日
、
香
川
歴
史
研
究
会

の
宮
本
義
行
さ
ん
を
お
招
き
し
、

90
年
前
の
多
度
津
町
の
様
子
や
香

川
県
の
電
車
の
状
況
を
は
じ
め
、

乃
木
将
軍
や
陸
軍
大
演
習
の
写
真

や
資
料
と
共
に
貴
重
な
当
時
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　「
優
し
き
嘘
」
と
は
、
相

　
手
の
い
た
わ
り
で
、
作
者
は
、

　
そ
の
一
言
を
ほ
の
ぼ
の
と
反
芻

　
し
つ
つ
、
明
る
く
月
を
仰
い
で

　
い
る
。
佳
い
作
品
で
し
た
。

【
佳
　作
】

隣
家
の
大
木
二
本
を
倒
さ
れ
ば
晴

れ
た
る
空
の
広
く
明
る
き

南
　
鴨
　
　
　
山
本
　
逸
子

【
佳
　作
】

日
本
列
島
の
胎
児
の
や
う
に
抱
か

れ
て
災
害
少
な
き
故
郷
四
国

　
丸
亀
市
　
　
　
浜
原
　
深
雪

■
次
回
た
ど
つ
歌
壇

第
68
回
短
歌
作
品
募
集

▽
題
名
＝
題
は
自
由
と
す
る

▽
選
者
＝
香
川
県
歌
人
協
会

副
理
事
長
　
横
山
文
雄
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
首
ま
で
を
楷

　
書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　
氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　
中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝

　
　
平
成
27
年
１
月
15
日
（木）
必
着

■
た
ど
つ
歌
壇
（
第
67
回
）

横
山
　文
雄
　選

【
第
一
席
】

萩
む
ら
に
黄
蝶
六
ぴ
き
乱
舞
す
る

曇
る
池
の
辺
観
客
ひ
と
り

葛
　
原
　
　
　
邨
田
　
久
美

　
　
　
古
い
大
き
な
萩
む
ら
の
紅

　
に
対
し
て
黄
蝶
六
つ
。
空
の
青

　
さ
を
出
さ
な
い
と
こ
ろ
が
味
噲

　
で
、
作
者
の
計
算
。
下
句
は
さ

　
び
し
い
様
で
、
佳
景
を
作
者
が

　
独
占
し
て
い
る
佳
什
で
す
。

【
第
二
席
】

秋
空
に
芝
生
の
映
え
る
球
場
に
幸

先
の
よ
き
快
音
ひ
び
く

丸
亀
市
　
　
　
田
中
　
純
子

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
を
題
材
と
し
た

　
ユ
ニ
ー
ク
な
珍
し
い
秀
作
で
し

　
た
。
そ
し
て
、
空
の
青
さ
と
芝

　
生
の
み
ど
り
の
対
比
が
よ
く
、

　
そ
こ
へ
快
音
も
添
え
ら
れ
て
、

　
読
者
も
楽
し
く
な
る
。

【
第
三
席
】

「
い
つ
か
ま
た
」
優
し
き
嘘
と
見

抜
き
つ
つ
信
じ
た
く
な
る
月
の
明

る
さ

堀
　
江
　
　
　
三
宅
　
法
子

■『
第
49
回
観
月
会
』入
選
作
品

●
俳
句
の
部

【
第
一
席
】
　
曽
根
　
崇

　
十
三
夜
影
絵
の
ご
と
き
橋
渡
る

【
第
二
席
】
　
村
井
　
た
く
み

　
後
の
月
祀
る
茶
席
の
混
み
合
へ
る

【
第
三
席
】
　
山
田
　
信
子

　
跳
ぶ
よ
う
な
墨
痕
月
見
茶
の
案
内

●
川
柳
の
部

【
第
一
席
】
　
香
川
　
美
代
子

　
逆
境
も
耐
え
て
感
謝
の
月
あ
お
ぐ

【
第
二
席
】
　
佐
藤
　
秋
子

　
月
の
道
歩
い
た
君
は
征
っ
た
ま
ま

【
第
三
席
】
　
髙
島
　
也
知
子

　
ぽ
っ
か
り
と
母
さ
ん
の
よ
な
月

　
が
出
る

●
短
歌
の
部

【
第
一
席
】
　
向
井
　
富
美
子

　
花
い
か
だ
う
か
べ
て
を
り
し
桜

　
川
今
宵
は
望
の
月
光
あ
そ
ぶ

【
第
二
席
】
　
横
山
　
敦
子

　
散
歩
す
る
未
明
の
空
に
三
日
月

　
が
暈
を
か
づ
き
て
雲
間
に
の
ぞ

　
く

【
第
三
席
】
　
田
中
　
純
子

　
絶
品
の
母
の
あ
ん
こ
の
味
ま
ね

　
て
月
見
団
子
を
供
え
偲
ば
ん

▽
小
学
１
・
２
年
生
女
子

【
個
人
総
合
】

　
１
　
位
＝
田
中
　
愛
永

　
２
　
位
＝
田
中
　
葵

　
３
　
位
＝
糸
川
　
ひ
な

【
種
目
別
・
跳
び
箱
】

　
２
　
位
＝
田
中
　
愛
永

　
３
　
位
＝
塩
田
　
紗
羅

【
種
目
別
・
ゆ
か
】

　
２
　
位
＝
田
中
　
愛
永

　
３
　
位
＝
田
中
　
葵

【
種
目
別
・
平
均
台
】

　
１
　
位
＝
田
中
　
愛
永

　
２
　
位
＝
糸
川
　
ひ
な

　
３
　
位
＝
田
中
　
葵

▽
小
学
３
・
４
年
生
女
子

【
個
人
総
合
】

　
１
　
位
＝
亀
代
　
華
暖

　
２
　
位
＝
山
本
　
乃
愛

【
種
目
別
・
跳
び
箱
】

　
１
　
位
＝
亀
代
　
華
暖

　
２
　
位
＝
山
本
　
乃
愛

　
３
　
位
＝
高
島
　
未
央

【
種
目
別
・
平
均
台
】

　
１
　
位
＝
山
本
　
乃
愛

　
２
　
位
＝
亀
代
　
華
暖

【
種
目
別
・
ゆ
か
】

　
１
　
位
＝
亀
代
　
華
暖

　
３
　
位
＝
山
本
　
乃
愛

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
25
回
香
川
県
ジ
ュ
ニ
ア
体
操 

　
競
技
大
会

　（
10
月
26
日
／
町
民
体
育
館
）

▽
小
学
１
・
２
年
生
男
子

【
個
人
総
合
】

　
２
　
位
＝
濵
邊
　
拓
心

　
３
　
位
＝
松
田
　
和
樹

【
種
目
別
・
ゆ
か
】

　
２
　
位
＝
濵
邊
　
拓
心

　
３
　
位
＝
松
田
　
和
樹

【
種
目
別
・
跳
び
箱
】

　
２
　
位
＝
濵
邊
　
拓
心

　
３
　
位
＝
新
名
　
巧

　
　
　
　
＝
松
田
　
和
樹

▽
Ｂ
リ
ー
グ

　
優
　
勝
＝
チ
ー
ム
Ｍ

　
準
優
勝
＝
Ｚ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ

■
12
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
香
川
県
社
会
人
卓
球
リ
ー
グ

　
▽
日
時
＝
７
日
（日）
／
８
時
30
分

　
▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　
第
２
体
育
館

●
町
招
待
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　
▽
日
時
＝
14
日
（日）
／
８
時
30
分

　
▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
多
度
津
オ
ー
プ
ン
リ
ー
グ

後
期
卓
球
大
会

　
▽
日
時
＝
23
日
（火）
／
８
時

　
▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　
第
２
体
育
館

●
親
子
も
ち
つ
き
大
会
（
町
ス
ポ

　
少
水
泳
・
多
種
目
支
部
）

　
▽
日
時
＝
21
日
（日）
／
８
時
45
分

　
▽
場
所
＝
白
方
小
学
校
体
育
館

●
ク
リ
ス
マ
ス
親
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
▽
日
時
＝
21
日
（日）
／
８
時
30
分

　
▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
平
成
26
年
蹴
り
納
め

　
▽
日
時
＝
28
日
（日）
／
９
時

　
▽
場
所
＝
多
度
津
山
サ
ッ
カ
ー
場

【
種
目
別
・
段
違
い
平
行
棒
】

　
１
　
位
＝
山
本
　
乃
愛

　
２
　
位
＝
亀
代
　
華
暖

　
３
　
位
＝
高
島
　
未
央

▽
小
学
５
・
６
年
生
男
子

【
種
目
別
・
円
馬
】

　
２
　
位
＝
辻
　
修
斗

【
種
目
別
・
鉄
棒
】

　
３
　
位
＝
辻
　
修
斗

▽
小
学
５
・
６
年
生
女
子

【
個
人
総
合
】

　
１
　
位
＝
亀
代
　
愛
華

【
種
目
別
・
跳
馬
】

　
１
　
位
＝
亀
代
　
愛
華

【
種
目
別
・
段
違
い
平
行
棒
】

　
１
　
位
＝
亀
代
　
愛
華

【
種
目
別
・
平
均
台
】

　
２
　
位
＝
亀
代
　
愛
華

　
３
　
位
＝
川
上
　
真
璃

【
種
目
別
・
ゆ
か
】

　
２
　
位
＝
亀
代
　
愛
華

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

（
町
民
野
球
場
）

▽
Ａ
リ
ー
グ

　
優
　
勝
＝
四
変
テ
ッ
ク

　
準
優
勝
＝
イ
ー
グ
ル
ス

ス
ポ
ー
ツ

〔評〕〔評〕

〔評〕
れ

っ

と

う

い
だ

つ
き
か
げ
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●●「ねんりんピック」開催！「ねんりんピック」開催！

　10月23日、町民体育館において
「ねんりんピック2014」が開催され
ました。
　高齢者の親睦と健康維持を目的と
して毎年開催されており、今年は約
430名の皆さんが参加されました。
　参加者たちはパン食い競争や輪投
げ、ボール運びなど和気あいあいと
競技を楽しみ、客席からは温かい歓
声や笑い声が聞かれました。

●●四箇小学校で手打ちうどん作り！四箇小学校で手打ちうどん作り！

●●「ぽっフェス」開催！「ぽっフェス」開催！

　10月26日、「ぽっフェス」（多度津
フェスティバル実行委員会及びＪＲ四
国主催）が開催されました。今年度は
「多度津フェスティバル」と「きしゃ
ぽっぽ祭り」がコラボレーションし同
日開催。

　町民会館とＪＲ多
度津工場に、県内外
から大勢の家族連れ
や鉄道ファンが訪れ
ました。

●●津波から命を守る津波から命を守る

　愛光保育園では、南海トラフ地震発
生による津波を想定した避難訓練を行
いました。
　室内で頭を抱えたダンゴムシポーズ
で身を守り、その後、高い建物へ向か
いました。
　幼い命を守る
ために、訓練の
大切さを改めて
感じました。

●●つくろう健康　守ろう笑顔つくろう健康　守ろう笑顔
　10月19日、町健康づくり推進協議会
（加藤哲士会長）及び町主催の「健康フ
ェスタ2014」が町民健康センターで開
催され、約1,000名の方にご来場いただ
きました。
　多中吹奏楽部の演奏で開会し、医師・
歯科医による健康・歯科相談や肌年齢・
血管年齢測定、応急処置の実技、各団体
の活動展など様々なブースが設けられ、
訪れた方々は楽しい催しや体験コーナー
を通じて、健康や食育、防災に関する知
識と関心を深めました。

●●「町長と住民との対話集会」開催！「町長と住民との対話集会」開催！

●●実りの秋！
稲刈り体験
実りの秋！
稲刈り体験

　町内の幼稚園と小
学校で稲刈りが行わ
れました。６月に植
えた稲は、子どもた
ちの背丈ほどに成長。
地域の方々やＪＡ職
員から指導を受けな
がら、のこがまを用
いて刈り取りました。
子どもたちはぬかる
みに足を取られなが
らも、「先生取れたー！」と稲を高らかに持ち上
げて元気に報告し、お米作りの楽しさや大変さ
を学びました。

　行政と町民の皆様が意見交換を行い、開かれた町政を
推進するため、10月に町内７会場で対話集会を実施し、
総勢134名の方々に参加していただきました。
　４年目を迎えた今年度は「多度津町の魅力について」
を主題とし、より身近に対話できる座談会形式で開催。
「歴史ある町内でＰＲできる場所は？」の問いかけに対
し、様々な提案や将来の構想など数多くの意見をいただ
きました。
　皆様からの貴重なご意見を活かし、今後も魅力ある多
度津町を目指していきます。

　四箇小学校４年生の皆さんが手打ちうどん作りに挑戦
しました。天寿会の方々から指導を受けながら、生地を
練ったり足踏みで捏ねたりしてコシのあるうどんが完
成！できあがった麺は、婦人会の方々と一緒に美味しく
調理しました。

●●全国中学生空手道選手権で第５位！全国中学生空手道選手権で第５位！

　全国中学生空手道選手権大会の女子団体形競技で、第
５位の好成績を収められた多度津中学校の門井佑紀さ
ん・北村菜々さん・矢野佑奈さんが訪れてくれました。
呼吸を合わせる団体競技での入賞の秘訣が、３人の笑顔
と綺麗にそろった決めのポーズから伝わってきます。
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歯科医による健康・歯科相談や肌年齢・
血管年齢測定、応急処置の実技、各団体
の活動展など様々なブースが設けられ、
訪れた方々は楽しい催しや体験コーナー
を通じて、健康や食育、防災に関する知
識と関心を深めました。

●●「町長と住民との対話集会」開催！「町長と住民との対話集会」開催！

●●実りの秋！
稲刈り体験
実りの秋！
稲刈り体験

　町内の幼稚園と小
学校で稲刈りが行わ
れました。６月に植
えた稲は、子どもた
ちの背丈ほどに成長。
地域の方々やＪＡ職
員から指導を受けな
がら、のこがまを用
いて刈り取りました。
子どもたちはぬかる
みに足を取られなが
らも、「先生取れたー！」と稲を高らかに持ち上
げて元気に報告し、お米作りの楽しさや大変さ
を学びました。

　行政と町民の皆様が意見交換を行い、開かれた町政を
推進するため、10月に町内７会場で対話集会を実施し、
総勢134名の方々に参加していただきました。
　４年目を迎えた今年度は「多度津町の魅力について」
を主題とし、より身近に対話できる座談会形式で開催。
「歴史ある町内でＰＲできる場所は？」の問いかけに対
し、様々な提案や将来の構想など数多くの意見をいただ
きました。
　皆様からの貴重なご意見を活かし、今後も魅力ある多
度津町を目指していきます。

　四箇小学校４年生の皆さんが手打ちうどん作りに挑戦
しました。天寿会の方々から指導を受けながら、生地を
練ったり足踏みで捏ねたりしてコシのあるうどんが完
成！できあがった麺は、婦人会の方々と一緒に美味しく
調理しました。

●●全国中学生空手道選手権で第５位！全国中学生空手道選手権で第５位！

　全国中学生空手道選手権大会の女子団体形競技で、第
５位の好成績を収められた多度津中学校の門井佑紀さ
ん・北村菜々さん・矢野佑奈さんが訪れてくれました。
呼吸を合わせる団体競技での入賞の秘訣が、３人の笑顔
と綺麗にそろった決めのポーズから伝わってきます。
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12
月
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ゴ
ミ
収
集
日

【
資
　
　源
】

【
可
　
　燃
】

【
粗
大・不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日

高
見 

　
５ 

（金）
・
19 

（金）
・
26 

（金）

佐
柳 

　
５ 

（金）
・
12 

（金）
・
19 

（金）
・ 

　 

　
　
26 

（金）

金・火

道
福
寺
、桜
川
東
団
地
、花

園
、あ
け
ぼ
の
、南
鴨
、豊
原

学
園
前
団
地
、豊
原
第
２
団

地
、葛
原（
大
木・北
条・八

幡
・
永
井
・
下
所
）、ひ
ま
わ

り
団
地
、め
ぐ
み
団
地
、葛

原
団
地
、小
塚
団
地

学
園
台
、堀
江
、堀
江
条
六
、

堀
江
新
開
、道
隆
寺
東
、北

鴨
、幸
町
、若
葉
町
、袖

１
区
〜
８
区
、桜
川
団
地
、

寿
町
、県
営
多
度
津
団
地
、

四
箇
地
区

木・月

９
区
〜
12
区
、日
の
出
町
、

学
園
台
、豊
原
地
区
、白
方

地
区

西
白
方
、奥
白
方
、見
立
、

東
白
方
本
村

青
木
北
山
、山
階（
北
山・兵

田・阿
庄・岡・山
階
社
宅・恵

比
寿・大
倉
団
地・グ
リ
ー
ン

団
地
・
本
村
・西
村
・西
村
団

地
・天
霧
・天
霧
第
２・天
霧

南・ダ
イ
ヤ
タ
ウ
ン・才
の
木
ハ

イ
ツ・向
井・上・小
原
）

５
区
〜
８
区
、県
営
多
度
津

団
地
、東
白
方（
原
戸・城
ケ

下
）、西
港
町

１
区
〜
４
区
、寿
町
、

桜
川
団
地

白
方
地
区
、８
区
〜
９
区

９
区
〜
12
区
、日
の
出
町

11 

（木）
15 

（月）

1 

（月）
16 

（火）
25 

（木）
15 

（月）
22 

（月）
12 

（金）
18 

（木）
庄（
修
理
免・笠
屋・笠
屋
青

空
団
地
・八
尺
・
中
条
・土
井

畑
・
羽
称
坪
・四
天
ハ
イ
ツ
）、

三
井（
真
天・御
門・鴨
取・三

井
東
・三
井
西
・三
井
団
地
・

間
の
江
）、青
木（
本
村
・
金

道・青
木
団
地
）

８ 

（月）
11 

（木）
１
／
５

８ 

（月）
９ 

（火）
25 

（木）
２ 

（火）
４ 

（木）
22 

（月）
24 

（水）
四
箇
地
区

17 

（水）
道
福
寺
、桜
川
東
、袖
、

南
鴨
、葛
原

10 

（水）
10
区
〜
12
区
、日
の
出
町
、

北
鴨
、学
園
台
、堀
江
、若
葉
町

３ 

（水）
１
区
〜
７
区
、桜
川
団
地
、

寿
町
、県
営
多
度
津
団
地

1
／
７

１ 

（月）
４ 

（木）
18 

（木）
1
／
５

※９区～12区、日の出町、学園台、豊原地区、白方地区は、12月29日（月）、１区～８区、桜川団地、寿町、県営多度津団地、四箇地区は、
　12月30日（火）に 可燃ごみの特別収集 を実施します。

■
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

 

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
で

有
効
期
間
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
多
度
津
町
で
は
、
メ
ー

タ
ー
の
正
常
性
を
保
つ
た
め
、
有

効
期
間
が
１
年
未
満
と
な
っ
た
家

庭
を
対
象
に
、
順
次
メ
ー
タ
ー
の

取
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
は
、
上
下

水
道
課
が
委
託
し
た
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
（
身
分
証
明
書
を

携
帯
）
が
、
対
象
と
な
る
家
庭
に

訪
問
し
て
行
い
ま
す
。
そ
の
際
に

10
〜
30
分
ほ
ど
水
を
止
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え

後
、
濁
り
や
空
気
に
よ
る
白
い
水

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
少
し
水
を
流
し
て
か
ら

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
は
無
料
で

す
。
不
信
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
上
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
上
下
水
道
課

☎
33
|

１
３
０
０

◎
時
々
換
気
を
行
い
、
新
鮮
な
空

　
気
を
部
屋
に
取
り
入
れ
る
。

（
多
度
津
町
消
防
本
部
）

■
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計

で
す
。
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業

施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
時
点
は
平
成
26
年
12
月

31
日
で
す
。
調
査
票
へ
の
ご
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
経
済
産
業
省
・

　
都
道
府
県
・
市
区
町
村
）

■
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　
ご
み
の
野
焼
き
（
野
外
焼
却
）

は
原
則
、
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
煙
や
臭
い
は
、
意
外
と
遠
く
へ

影
響
を
与
え
ま
す
。
煙
で
窓
を
開

け
ら
れ
な
い
、
洗
濯
物
が
汚
れ
た

等
、
付
近
の
方
々
へ
の
迷
惑
や
有

害
物
質
の
発
生
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
決
め

ら
れ
た
曜
日
・
集
積
場
に
出
し
ま

し
ょ
う
。
（
多
度
津
町
環
境
課
）

■
ス
ト
ー
ブ
火
災
を
な
く
そ
う
！

　
冬
を
迎
え
、
次
第
に
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
家
庭
で
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や

こ
た
つ
等
の
暖
房
器
具
が
準
備
、

使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
等
は
取
扱
い
を
誤

る
と
怪
我
を
し
た
り
火
災
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
家
族
や
大
切
な
財

産
等
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
干

　
し
た
り
、
近
く
に
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
置
い
た
り
し
な
い
。

◎
カ
ー
テ
ン
が
ス
ト
ー
ブ
に
接
触

　
し
な
い
よ
う
離
し
て
使
用
す
る
。

◎
ス
ト
ー
ブ
は
耐
震
自
動
消
火
装

　
置
付
の
も
の
を
使
用
す
る
。

◎
燃
料
を
給
油
す
る
時
は
、
必
ず

　
消
火
し
て
か
ら
給
油
す
る
。

◎
燃
料
が
灯
油
で
あ
る
こ
と
を
確

　
認
し
、
給
油
キ
ャ
ッ
プ
が
閉
ま

　
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

◎
点
火
後
は
炎
の
大
き
さ
を
調
節

　
し
、
不
完
全
燃
焼
等
が
起
こ
ら

　
な
い
よ
う
に
す
る
。

◎
就
寝
時
や
外
出
時
は
完
全
に
消

　
火
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

《
叙
　勲
》

■
平
成
26
年
秋
の
叙
勲

　11
月
３
日
付
で
『
平
成
26
年
秋

の
叙
勲
』
が
発
令
さ
れ
、
本
町
か

ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

【
瑞
宝
双
光
章
】

▽
三
宅
　善
文
　
氏

　（
山
階
／
学
校
医
／
学
校
保
健

　　
功
労
）

【
瑞
宝
単
光
章
】

▽
松
岡
　秀
晴
　
氏

　（
葛
原
／
元
日
本
郵
政
公
社
職

　　
員
／
郵
政
業
務
功
労
）

■
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
11
月
３
日
付
で
『
第
23
回
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
』
が
発
令
さ
れ
、

本
町
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　
高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
啓
発
と

交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し
た

『
第
36
回
交
通
安
全
高
齢
者
自
転

車
大
会
』
が
10
月
10
日
、
高
松
市

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
17
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

『
多
度
津
チ
ー
ム
』
の
皆
さ
ん
が
、

香
川
県
交
通
安
全
県
民
会
議
会
長

賞
最
優
秀
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

《
お
知
ら
せ
》

■
夜
間
納
税
相
談
・
納
付
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
日
頃
お
仕
事
等
の
都
合
で
役
場

に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
12
月
15
日
（月）
〜
19
日
（金）

　
　
　
　
17
時
〜
20
時

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
　
税
務
課

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
税
務
課☎

33
|

１
１
１
８

■『
災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関

　す
る
協
定
』を
締
結
し
ま
し
た

　
10
月
28
日
、
町
内
に
本
社
を
置

く
企
業
で
つ
く
る
多
度
津
町
防
災

連
絡
協
議
会
（
枝
園
和
幸
会
長
）

と
災
害
時
に
お
け
る
協
力
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
力
協
定
に
よ
り
同
協

議
会
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
町

の
要
請
に
基
づ
き
、
被
災
地
の
状

況
や
要
望
の
把
握
、
物
資
な
ど
の

調
達
や
輸
送
、
迅
速
な
復
旧
に
向

け
た
人
的
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
を
機
会
に
さ
ら
に
協

力
関
係
を
深
め
て
参
り
ま
す
。

（
多
度
津
町
総
務
課
）

《
受
賞・表
彰
》

■
全
国
自
治
会
連
合
会
会
長
表
彰

　
全
国
自
治
会
連
合
会
静
岡
県
沼

津
大
会
に
お
い
て
、
西
澤
利
昭
会

長
（
青
木
団
地
自
治
会
）
に
『
全

国
自
治
会
連
合
会
会
長
表
彰
』
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
状
は
、
多
年
に
わ
た

り
地
縁
に
よ
る
団
体
に
お
い
て
、

地
域
活
動
の
推
進
と
住
民
自
治
の

振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が

顕
著
な
方
に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で

す
。
受
賞
者
は
全
国
で
71
名
、
香

川
県
か
ら
は
西
澤
会
長
を
含
む
４

名
が
、
10
月
24
日
ふ
じ
の
く
に
千

本
松
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

■
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
大
会

　多
度
津
チ
ー
ム
が
香
川
県
交
通

　安
全
県
民
会
議
会
長
賞
最
優
秀

【
瑞
宝
双
光
章
】

▽
高
井
　武
志
　
氏

　（
家
中
／
元
県
警
部
／
警
察
功

　　
労
）

▽
中
野
　武
　　
氏

　（
西
港
町
／
元
県
警
視
／
警
察

　　
功
労
）

【
瑞
宝
単
光
章
】

▽
白
石
　三
治
　
氏

　（
道
福
寺
／
元
３
等
陸
尉
／
防

　　
衛
功
労
）

※
掲
載
に
あ
た
り
、
本
人
に
意
向

　
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
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高
見 

　
５ 

（金）
・
19 

（金）
・
26 

（金）

佐
柳 

　
５ 

（金）
・
12 

（金）
・
19 

（金）
・ 

　 

　
　
26 

（金）

金・火

道
福
寺
、桜
川
東
団
地
、花

園
、あ
け
ぼ
の
、南
鴨
、豊
原

学
園
前
団
地
、豊
原
第
２
団

地
、葛
原（
大
木・北
条・八

幡
・
永
井
・
下
所
）、ひ
ま
わ

り
団
地
、め
ぐ
み
団
地
、葛

原
団
地
、小
塚
団
地

学
園
台
、堀
江
、堀
江
条
六
、

堀
江
新
開
、道
隆
寺
東
、北

鴨
、幸
町
、若
葉
町
、袖

１
区
〜
８
区
、桜
川
団
地
、

寿
町
、県
営
多
度
津
団
地
、

四
箇
地
区

木・月

９
区
〜
12
区
、日
の
出
町
、

学
園
台
、豊
原
地
区
、白
方

地
区

西
白
方
、奥
白
方
、見
立
、

東
白
方
本
村

青
木
北
山
、山
階（
北
山・兵

田・阿
庄・岡・山
階
社
宅・恵

比
寿・大
倉
団
地・グ
リ
ー
ン

団
地
・
本
村
・西
村
・西
村
団

地
・天
霧
・天
霧
第
２・天
霧

南・ダ
イ
ヤ
タ
ウ
ン・才
の
木
ハ

イ
ツ・向
井・上・小
原
）

５
区
〜
８
区
、県
営
多
度
津

団
地
、東
白
方（
原
戸・城
ケ

下
）、西
港
町

１
区
〜
４
区
、寿
町
、

桜
川
団
地

白
方
地
区
、８
区
〜
９
区

９
区
〜
12
区
、日
の
出
町

11 

（木）
15 

（月）

1 

（月）
16 

（火）
25 

（木）
15 

（月）
22 

（月）
12 

（金）
18 

（木）
庄（
修
理
免・笠
屋・笠
屋
青

空
団
地
・八
尺
・
中
条
・土
井

畑
・
羽
称
坪
・四
天
ハ
イ
ツ
）、

三
井（
真
天・御
門・鴨
取・三

井
東
・三
井
西
・三
井
団
地
・

間
の
江
）、青
木（
本
村
・
金

道・青
木
団
地
）

８ 

（月）
11 

（木）
１
／
５

８ 

（月）
９ 

（火）
25 

（木）
２ 

（火）
４ 

（木）
22 

（月）
24 

（水）
四
箇
地
区

17 

（水）
道
福
寺
、桜
川
東
、袖
、

南
鴨
、葛
原

10 

（水）
10
区
〜
12
区
、日
の
出
町
、

北
鴨
、学
園
台
、堀
江
、若
葉
町

３ 

（水）
１
区
〜
７
区
、桜
川
団
地
、

寿
町
、県
営
多
度
津
団
地

1
／
７

１ 

（月）
４ 

（木）
18 

（木）
1
／
５

※９区～12区、日の出町、学園台、豊原地区、白方地区は、12月29日（月）、１区～８区、桜川団地、寿町、県営多度津団地、四箇地区は、
　12月30日（火）に 可燃ごみの特別収集 を実施します。

■
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

 
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
で

有
効
期
間
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
多
度
津
町
で
は
、
メ
ー

タ
ー
の
正
常
性
を
保
つ
た
め
、
有

効
期
間
が
１
年
未
満
と
な
っ
た
家

庭
を
対
象
に
、
順
次
メ
ー
タ
ー
の

取
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
は
、
上
下

水
道
課
が
委
託
し
た
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
（
身
分
証
明
書
を

携
帯
）
が
、
対
象
と
な
る
家
庭
に

訪
問
し
て
行
い
ま
す
。
そ
の
際
に

10
〜
30
分
ほ
ど
水
を
止
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え

後
、
濁
り
や
空
気
に
よ
る
白
い
水

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
少
し
水
を
流
し
て
か
ら

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
は
無
料
で

す
。
不
信
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
上
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
上
下
水
道
課

☎
33
|

１
３
０
０

◎
時
々
換
気
を
行
い
、
新
鮮
な
空

　
気
を
部
屋
に
取
り
入
れ
る
。

（
多
度
津
町
消
防
本
部
）

■
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計

で
す
。
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業

施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
時
点
は
平
成
26
年
12
月

31
日
で
す
。
調
査
票
へ
の
ご
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
経
済
産
業
省
・

　
都
道
府
県
・
市
区
町
村
）

■
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　
ご
み
の
野
焼
き
（
野
外
焼
却
）

は
原
則
、
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
煙
や
臭
い
は
、
意
外
と
遠
く
へ

影
響
を
与
え
ま
す
。
煙
で
窓
を
開

け
ら
れ
な
い
、
洗
濯
物
が
汚
れ
た

等
、
付
近
の
方
々
へ
の
迷
惑
や
有

害
物
質
の
発
生
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
決
め

ら
れ
た
曜
日
・
集
積
場
に
出
し
ま

し
ょ
う
。
（
多
度
津
町
環
境
課
）

■
ス
ト
ー
ブ
火
災
を
な
く
そ
う
！

　
冬
を
迎
え
、
次
第
に
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
家
庭
で
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や

こ
た
つ
等
の
暖
房
器
具
が
準
備
、

使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
等
は
取
扱
い
を
誤

る
と
怪
我
を
し
た
り
火
災
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
家
族
や
大
切
な
財

産
等
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
干

　
し
た
り
、
近
く
に
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
置
い
た
り
し
な
い
。

◎
カ
ー
テ
ン
が
ス
ト
ー
ブ
に
接
触

　
し
な
い
よ
う
離
し
て
使
用
す
る
。

◎
ス
ト
ー
ブ
は
耐
震
自
動
消
火
装

　
置
付
の
も
の
を
使
用
す
る
。

◎
燃
料
を
給
油
す
る
時
は
、
必
ず

　
消
火
し
て
か
ら
給
油
す
る
。

◎
燃
料
が
灯
油
で
あ
る
こ
と
を
確

　
認
し
、
給
油
キ
ャ
ッ
プ
が
閉
ま

　
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

◎
点
火
後
は
炎
の
大
き
さ
を
調
節

　
し
、
不
完
全
燃
焼
等
が
起
こ
ら

　
な
い
よ
う
に
す
る
。

◎
就
寝
時
や
外
出
時
は
完
全
に
消

　
火
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

《
叙
　勲
》

■
平
成
26
年
秋
の
叙
勲

　11
月
３
日
付
で
『
平
成
26
年
秋

の
叙
勲
』
が
発
令
さ
れ
、
本
町
か

ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

【
瑞
宝
双
光
章
】

▽
三
宅
　善
文
　
氏

　（
山
階
／
学
校
医
／
学
校
保
健

　　
功
労
）

【
瑞
宝
単
光
章
】

▽
松
岡
　秀
晴
　
氏

　（
葛
原
／
元
日
本
郵
政
公
社
職

　　
員
／
郵
政
業
務
功
労
）

■
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
11
月
３
日
付
で
『
第
23
回
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
』
が
発
令
さ
れ
、

本
町
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　
高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
啓
発
と

交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し
た

『
第
36
回
交
通
安
全
高
齢
者
自
転

車
大
会
』
が
10
月
10
日
、
高
松
市

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
17
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

『
多
度
津
チ
ー
ム
』
の
皆
さ
ん
が
、

香
川
県
交
通
安
全
県
民
会
議
会
長

賞
最
優
秀
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

《
お
知
ら
せ
》

■
夜
間
納
税
相
談
・
納
付
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
日
頃
お
仕
事
等
の
都
合
で
役
場

に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
12
月
15
日
（月）
〜
19
日
（金）

　
　
　
　
17
時
〜
20
時

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
　
税
務
課

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
税
務
課☎
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１
１
１
８

■『
災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関

　す
る
協
定
』を
締
結
し
ま
し
た

　
10
月
28
日
、
町
内
に
本
社
を
置

く
企
業
で
つ
く
る
多
度
津
町
防
災

連
絡
協
議
会
（
枝
園
和
幸
会
長
）

と
災
害
時
に
お
け
る
協
力
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
力
協
定
に
よ
り
同
協

議
会
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
町

の
要
請
に
基
づ
き
、
被
災
地
の
状

況
や
要
望
の
把
握
、
物
資
な
ど
の

調
達
や
輸
送
、
迅
速
な
復
旧
に
向

け
た
人
的
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
を
機
会
に
さ
ら
に
協

力
関
係
を
深
め
て
参
り
ま
す
。

（
多
度
津
町
総
務
課
）

《
受
賞・表
彰
》

■
全
国
自
治
会
連
合
会
会
長
表
彰

　
全
国
自
治
会
連
合
会
静
岡
県
沼

津
大
会
に
お
い
て
、
西
澤
利
昭
会

長
（
青
木
団
地
自
治
会
）
に
『
全

国
自
治
会
連
合
会
会
長
表
彰
』
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
状
は
、
多
年
に
わ
た

り
地
縁
に
よ
る
団
体
に
お
い
て
、

地
域
活
動
の
推
進
と
住
民
自
治
の

振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が

顕
著
な
方
に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で

す
。
受
賞
者
は
全
国
で
71
名
、
香

川
県
か
ら
は
西
澤
会
長
を
含
む
４

名
が
、
10
月
24
日
ふ
じ
の
く
に
千

本
松
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

■
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
大
会

　多
度
津
チ
ー
ム
が
香
川
県
交
通

　安
全
県
民
会
議
会
長
賞
最
優
秀

【
瑞
宝
双
光
章
】

▽
高
井
　武
志
　
氏

　（
家
中
／
元
県
警
部
／
警
察
功

　　
労
）

▽
中
野
　武
　　
氏

　（
西
港
町
／
元
県
警
視
／
警
察

　　
功
労
）

【
瑞
宝
単
光
章
】

▽
白
石
　三
治
　
氏

　（
道
福
寺
／
元
３
等
陸
尉
／
防

　　
衛
功
労
）

※
掲
載
に
あ
た
り
、
本
人
に
意
向

　
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
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前に立って覗いてみ
ると・・・？あら不
思議！箱の中のライ
トが無限に見える！

※平成23年度以前の追納額には一定の加算が行われています。
※追納の順番は、先に免除された期間からです。
※保険料の追納には納付書が必要です。納付書の発行は、住所地を管轄する
　年金事務所へお申込みください。
【問合せ】善通寺年金事務所　☎６２－１６６０

●展示期間＝平成27年２月３日(火)～３月31日(火)
●出品資格＝自己で搬出入できる方
　　　　　　（応募多数時は当館で選択する場合あり）
●申込期間＝平成26年12月２日(火)～１月11日(日)
●申込方法＝資料館へ直接来館または電話にて
●搬入＝平成27年１月12日(月)～１月18日(日)
　※「展示申込書」を添えて搬入してください。
　※引取予定は、４月４日(土)～４月12日(日)です。

●出品規定＝
・展示は自己出品とし、その間の盗難・損傷等の
　保証はできません。特に大切なものは自己で保
　険に加入してください（搬出入時も同様）。
・自分が持っている品（動植物・火薬・爆発物は除く）。
・大きさは縦・横・高さそれぞれ２メートル
　以内のもの。
・展示できる状態で出品する。
・自力で搬出入できること。

春季企画展『我が家のお宝展』出品募集！

わくわく！おもしろ！ＬＥＤ実験開催中！

　今年度６月～９月に実施した特定健診を受け忘れ
ていませんか？まだ受けられていない方に再度ご案
内します！自分のため、家族のため、そして将来の
ために健診を受けましょう。受診希望の方は、12
　　　　　　　　　　　月15日（月）までに住民課
　　　　　　　　　　　（☎３３－４４８０）へお申
　　　　　　　　　　　込み下さい。後日、受診券
　　　　　　　　　　　および質問票を送付します。

●実施期間＝12月１日（月）～ 20日（土）
●対 象 者＝40 ～ 74歳
　　　　　　（国保加入者で今年度未受診の方）
●自己負担金＝８００円
※町民税非課税世帯の方は、自己負担金が免除になります。
　受診前に受診券を持参のうえ住民課で申請してください。
●持 ち 物＝①特定健康診査受診券および質問票
　　　　　　②自己負担金　③国民健康保険被保険者証
　　　　　　④健康手帳（お持ちの方）
●実施医療機関＝秋山医院・氏家内科医院・加藤病院・加
　　藤整形外科クリニック・河内病院・くるみクリニッ
　　ク・桃陵クリニック・三宅医院・三宅病院・山本医
　　院・高見診療所・佐柳診療所

国
民
年
金
で
免
除
さ
れ
た
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
の
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
の
資
格
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合
と
同
じ
で
す
。

　
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場

合
の
年
金
額
に
対
し
て
、
全
額
免
除
期
間
は
２
分
の
１
、
四
分
の
三

免
除
期
間
は
８
分
の
５
、
半
額
免
除
期
間
は
４
分
の
３
、
四
分
の
一

免
除
期
間
は
８
分
の
７
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
で
全
額
免
除
さ
れ
た

期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
し

　
て
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多度津町立資料館 ☎３３-３３４３

特定健診の未受診者健診を行います！ 多度津町住民課 ☎３３-４４８０

あなたのお宝、自慢の品、思い出の品、コレクション、他にない珍品などぜひ紹介してみたい

「我が家のお宝」を募集します。あなたのお宝を展示してみませんか。

保険料免除期間（年度）に対する平成26年度の追納保険料額は以下の通り

免除された年度 追納保険料額

平成１６年度
平成１７年度
平成１８年度
平成１９年度
平成２０年度
平成２１年度
平成２２年度
平成２３年度
平成２４年度
平成２５年度

全額免除
14,750円
14,790円
14,840円
14,880円
15,000円
15,070円
14,340円
15,130円
14,980円
15,040円

四分の三免除
―　  
―　  

11,130円
11,150円
11,250円
11,300円
11,500円
11,340円
11,230円
11,280円

半額免除
7,370円
7,390円
7,420円
7,440円
7,500円
7,540円
7,670円
7,560円
7,490円
7,520円

四分の一免除
―　  
―　  

3,710円
3,710円
3,750円
3,760円
3,830円
3,780円
3,740円
3,760円

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
工
房
年
末
年
始
休
館
日

　
12
月
28
日
（日）
〜
１
月
５
日
（月）

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
12
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

11
日
（木）
古
布
講
座
『
羊
毛
フ
ェ
ル

　
　
ト
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー

　
　
ナ
メ
ン
ト
』
　
／
午
前
10
名

14
日
（日）
木
工
講
座
『
干
支
の
置
物

　
　
を
作
ろ
う
』
　
／
午
前
10
名

20
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

／
午
前
５
名

　
※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要
。

　
※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り
。

Ｅ
メ
ー
ル（kyou

iku@
tow
n
.

tadotsu
.lg
.jp

）

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
採
用
試
験

●
一
般
採
用
試
験

▽
応
募
資
格
＝

　
　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

▽
受
付
締
切
＝
平
成
27
年
１
月
９
日

▽
一
次
試
験
＝
平
成
27
年
１
月
24
日

▽
試
験
会
場
＝
香
川
県
内

●
推
薦
採
用
試
験

▽
応
募
資
格
＝

　
　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

▽
受
付
締
切
＝
12
月
５
日

▽
一
次
試
験
＝
平
成
27
年
１
月
中
旬

▽
試
験
会
場
＝
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

【
問
合
せ
】

　
自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

☎
63
|

２
３
６
３

■
サ
ッ
カ
ー
皇
后
杯
準
々
決
勝

　県
立
丸
亀
競
技
場
に
て
開
催

　
皇
后
杯
に
併
せ
て
、
松
木
安
太

郎
氏
の
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
催
し
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
12
月
21
日
（日）

▽
場
所
＝
県
立
丸
亀
競
技
場

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
丸
亀
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
24
|

６
２
８
３

《
募
　
　集
》

■
町
民
の
皆
様
か
ら
募
集
し
ま
す

　『新
成
人
に
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

　
短
文
（
一
言
で
も
）
や
長
文
、

ど
の
よ
う
な
形
式
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
メ
ー
ル
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
多
度
津
町
教
育
委
員
会
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
26
年
度
成
人
式

▽
日
時
＝
平
成
26
年
１
月
11
日
（日）

　
　
　
　新
成
人
受
付
／
13
時
〜

　
　
　
　
式
典
開
始
　
／
14
時
〜

▽
場
所
＝
多
度
津
町
民
会
館

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　
多
度
津
町
教
育
委
員
会
教
育
課

☎
33
|

０
７
０
０

FAX 

33
|

０
６
０
０

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
に
、
ガ
ラ

ス
の
足
型
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）。

　
桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
12
月
の
実
施
は
、

　
14
日
（日）
・
21
日
（日）

※
予
約
が
必
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

☎
56
|

１
１
４
４

　多度津高校電気科の生徒が作ったＬＥＤの実験装置
を、12月27日まで明徳会図書館にて展示しています。
科学に興味のある皆さん、ぜひ一度体験してみてくだ
さい♪
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前に立って覗いてみ
ると・・・？あら不
思議！箱の中のライ
トが無限に見える！

※平成23年度以前の追納額には一定の加算が行われています。
※追納の順番は、先に免除された期間からです。
※保険料の追納には納付書が必要です。納付書の発行は、住所地を管轄する
　年金事務所へお申込みください。
【問合せ】善通寺年金事務所　☎６２－１６６０

●展示期間＝平成27年２月３日(火)～３月31日(火)
●出品資格＝自己で搬出入できる方
　　　　　　（応募多数時は当館で選択する場合あり）
●申込期間＝平成26年12月２日(火)～１月11日(日)
●申込方法＝資料館へ直接来館または電話にて
●搬入＝平成27年１月12日(月)～１月18日(日)
　※「展示申込書」を添えて搬入してください。
　※引取予定は、４月４日(土)～４月12日(日)です。

●出品規定＝
・展示は自己出品とし、その間の盗難・損傷等の
　保証はできません。特に大切なものは自己で保
　険に加入してください（搬出入時も同様）。
・自分が持っている品（動植物・火薬・爆発物は除く）。
・大きさは縦・横・高さそれぞれ２メートル
　以内のもの。
・展示できる状態で出品する。
・自力で搬出入できること。

春季企画展『我が家のお宝展』出品募集！

わくわく！おもしろ！ＬＥＤ実験開催中！

　今年度６月～９月に実施した特定健診を受け忘れ
ていませんか？まだ受けられていない方に再度ご案
内します！自分のため、家族のため、そして将来の
ために健診を受けましょう。受診希望の方は、12
　　　　　　　　　　　月15日（月）までに住民課
　　　　　　　　　　　（☎３３－４４８０）へお申
　　　　　　　　　　　込み下さい。後日、受診券
　　　　　　　　　　　および質問票を送付します。

●実施期間＝12月１日（月）～ 20日（土）
●対 象 者＝40 ～ 74歳
　　　　　　（国保加入者で今年度未受診の方）
●自己負担金＝８００円
※町民税非課税世帯の方は、自己負担金が免除になります。
　受診前に受診券を持参のうえ住民課で申請してください。
●持 ち 物＝①特定健康診査受診券および質問票
　　　　　　②自己負担金　③国民健康保険被保険者証
　　　　　　④健康手帳（お持ちの方）
●実施医療機関＝秋山医院・氏家内科医院・加藤病院・加
　　藤整形外科クリニック・河内病院・くるみクリニッ
　　ク・桃陵クリニック・三宅医院・三宅病院・山本医
　　院・高見診療所・佐柳診療所

国
民
年
金
で
免
除
さ
れ
た
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
の
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
の
資
格
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合
と
同
じ
で
す
。

　
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場

合
の
年
金
額
に
対
し
て
、
全
額
免
除
期
間
は
２
分
の
１
、
四
分
の
三

免
除
期
間
は
８
分
の
５
、
半
額
免
除
期
間
は
４
分
の
３
、
四
分
の
一

免
除
期
間
は
８
分
の
７
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
で
全
額
免
除
さ
れ
た

期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
し

　
て
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多度津町立資料館 ☎３３-３３４３

特定健診の未受診者健診を行います！ 多度津町住民課 ☎３３-４４８０

あなたのお宝、自慢の品、思い出の品、コレクション、他にない珍品などぜひ紹介してみたい

「我が家のお宝」を募集します。あなたのお宝を展示してみませんか。

保険料免除期間（年度）に対する平成26年度の追納保険料額は以下の通り

免除された年度 追納保険料額

平成１６年度
平成１７年度
平成１８年度
平成１９年度
平成２０年度
平成２１年度
平成２２年度
平成２３年度
平成２４年度
平成２５年度

全額免除
14,750円
14,790円
14,840円
14,880円
15,000円
15,070円
14,340円
15,130円
14,980円
15,040円

四分の三免除
―　  
―　  

11,130円
11,150円
11,250円
11,300円
11,500円
11,340円
11,230円
11,280円

半額免除
7,370円
7,390円
7,420円
7,440円
7,500円
7,540円
7,670円
7,560円
7,490円
7,520円

四分の一免除
―　  
―　  

3,710円
3,710円
3,750円
3,760円
3,830円
3,780円
3,740円
3,760円

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
工
房
年
末
年
始
休
館
日

　
12
月
28
日
（日）
〜
１
月
５
日
（月）

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
12
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

11
日
（木）
古
布
講
座
『
羊
毛
フ
ェ
ル

　
　
ト
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー

　
　
ナ
メ
ン
ト
』
　
／
午
前
10
名

14
日
（日）
木
工
講
座
『
干
支
の
置
物

　
　
を
作
ろ
う
』
　
／
午
前
10
名

20
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

／
午
前
５
名

　
※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要
。

　
※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り
。

Ｅ
メ
ー
ル（kyou

iku@
tow
n
.

tadotsu
.lg
.jp

）

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
採
用
試
験

●
一
般
採
用
試
験

▽
応
募
資
格
＝

　
　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

▽
受
付
締
切
＝
平
成
27
年
１
月
９
日

▽
一
次
試
験
＝
平
成
27
年
１
月
24
日

▽
試
験
会
場
＝
香
川
県
内

●
推
薦
採
用
試
験

▽
応
募
資
格
＝

　
　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

▽
受
付
締
切
＝
12
月
５
日

▽
一
次
試
験
＝
平
成
27
年
１
月
中
旬

▽
試
験
会
場
＝
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

【
問
合
せ
】

　
自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

☎
63
|

２
３
６
３

■
サ
ッ
カ
ー
皇
后
杯
準
々
決
勝

　県
立
丸
亀
競
技
場
に
て
開
催

　
皇
后
杯
に
併
せ
て
、
松
木
安
太

郎
氏
の
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
催
し
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
12
月
21
日
（日）

▽
場
所
＝
県
立
丸
亀
競
技
場

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
丸
亀
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
24
|

６
２
８
３

《
募
　
　集
》

■
町
民
の
皆
様
か
ら
募
集
し
ま
す

　『新
成
人
に
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

　
短
文
（
一
言
で
も
）
や
長
文
、

ど
の
よ
う
な
形
式
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
メ
ー
ル
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
多
度
津
町
教
育
委
員
会
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
26
年
度
成
人
式

▽
日
時
＝
平
成
26
年
１
月
11
日
（日）

　
　
　
　新
成
人
受
付
／
13
時
〜

　
　
　
　
式
典
開
始
　
／
14
時
〜

▽
場
所
＝
多
度
津
町
民
会
館

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　
多
度
津
町
教
育
委
員
会
教
育
課

☎
33
|

０
７
０
０

FAX 

33
|

０
６
０
０

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
に
、
ガ
ラ

ス
の
足
型
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）。

　
桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
12
月
の
実
施
は
、

　
14
日
（日）
・
21
日
（日）

※
予
約
が
必
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

☎
56
|

１
１
４
４

　多度津高校電気科の生徒が作ったＬＥＤの実験装置
を、12月27日まで明徳会図書館にて展示しています。
科学に興味のある皆さん、ぜひ一度体験してみてくだ
さい♪
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保健だより ◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで 12月の予定12月の予定

●インフルエンザ対策
　インフルエンザは、１～２月頃に流行のピークがあ
り、いったん流行が始まると、短期間で感染が拡大し
ます。
　インフルエンザの予防には、予防接種を受けることが
効果的です。ワクチンの効果が出るまでに接種後２週間
程度かかりますので、早めに接種を済ませましょう。
◇高齢者インフルエンザ予防接種
　65歳以上の方と60歳以上の特定の疾患に該当する
方は、自己負担金1,000円で予防接種を受けられます。
　予診票は町内の医療機関に置いてあります。町外で
の接種を希望する場合は、事前に保健センターまでご
連絡ください。予診票を発行します。
※生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方
　は、事前に申請を行えば自己負担金免除になります。
【感染症の予防方法】
　①手洗い…指の間や手首なども忘れずに洗いましょう。
　②うがい…外出後は忘れずに行いましょう。
　③マスク…ウイルスを吸い込むことでインフルエンザ
　　　　　　 に感染します。咳エチケットも忘れずに！

●感染性胃腸炎対策
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は毎年11月頃か
ら発生件数が増え始め、12月から翌年１月が発生の
ピークになっています。
　①食品は十分加熱（85℃で１分以上）し、調理する。
　②調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒する。
　③調理や食事の前などはもちろん、こまめに手を洗う。
　（手指についたノロウイルスが口に入り、感染する
　　ことがあります。）
　④嘔吐物を処理するときは使い捨ての手袋を用いて、
　　直接手で触れないように取り除き、ビニール袋に
　　入れてしばって捨てる。なにかとお酒を飲む機会が多い12月。

飲みすぎは健康に悪影響を及ぼします。
適量を守り楽しくお酒を飲みましょう。
☞飲み方のポイント
　①週２日の休肝日を設ける
　　肝臓を休めるだけでなく、アルコールから摂取
　　するエネルギーの節減にもなります。
　②量や時間を決めて飲む
　　★１日の適量の目安★
　　　・ビール…中びん１本　 ・焼　酎…１/２合
　　　・ワイン…グラス２杯　 ・日本酒…１合
　③おつまみに一工夫
　　アルコールと一緒に脂肪分をたくさん摂ると体  
　　に負担がかかるため、揚げ物や脂肪分の多い食
　　材はなるべく避けましょう。

■ 感染防止に努めましょう！

　食生活改善推進協議会では、「朝ごはん大好き、野菜
大好き、たどつっこ」をテーマに、旬の野菜がたっぷり
入った自分でつくれる朝ごはんを多度津中学校２年生か
ら募集しました。多くの応募の中から、優秀作品に選ば
れた方をご紹介します。

☆優秀☆
　３組　藤本 翔馬さん
　５組　大楠 千尋さん
　５組　堀家 美穂さん

■ 多中生による『朝食メニューコンクール』入賞作品

　国保加入者で特定健診の結果、保健指導の対象となっ
た方に対して、「特定保健指導利用券」と詳しいご案内
を保健センターより個別で送付します。
　特定保健指導を受け生活習慣を改善することは健康生
活への第１歩。皆さんで楽しみながらメタボを撃退しま
しょう！

■ 特定保健指導を活用して『脱･メタボ』！
～あなたの健康生活、応援します～

健康マメ知識健康マメ知識健康マメ知識◇◇ ◇◇
～お酒と上手につき合おう～

参加者の声
・運動や食事の方法を知って自分だけではな
　く、家族の健康づくりになった。
・野菜をたくさん食べるようになった！

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談

■ 休館日

昨年度特定保健指導を修了された方の
８割が減量に成功しました！

■ 休日当番医

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者
生活支援相談
こころの
相談日

12月18日（木） 
　10:30-12:00 
電話予約をお願いします。
12月４日（木） 特設相談
　10:00-12:00
12月16日（火）
　10:00-15:00

12月16日（火） 
　10:00-15:00 

12月25日（木） 
　13:30-16:30 

12月18日（木） 
午後1時30分～午後4時 

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

交通事故相談
12月24日（水） 
　10:00-15:00 
電話予約をお願いします。

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 12月19日（金） 
　13:30-15:00 

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488／福祉保健課

職業相談会
（ハローワーク丸亀）

12月15日（月） 
　13:30-15:30 

福祉センター
☎33-1113／産業課

日　　時 場所・連絡先

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

納期限
１月５日（月） 固定資産税・都市計画税

国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料

３期
５期
６期

対象税目 期　別

柔道整復12月14日　藤木接骨 院（大通り）  ☎ 32-2663

老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

※『林求馬邸』の開館日は、12月７日（日）、１月４日（日）です。

６日、７日、13日、14日、20日、21日、23日、
12月27日～１月４日
１日、８日、15日、22日、23日、
12月28日～１月５日
２日、９日、16日、24日、
12月29日～１月３日
２日、９日、16日、24日、
12月29日～１月４日
１日、８日、15日、22日、
12月29日～１月３日
１日、８日、15日、22日、24日、
12月29日～１月５日

くるみクリニック

秋 山 医 院

桃 陵 ク リ ニ ッ ク

加 藤 整 形 外 科

三 宅 病 院

中 野 小 児 科

善 紀 ク リ ニ ッ ク

くるみクリニック

嶋 田 耳 鼻 咽 喉 科

山 本 医 院

（北鴨２）

（仲ノ町）

（本通２）

（堀江１）

（栄町２）

（道福寺）

（西　浜）

（北鴨２）

（ 幸 町 ）

（大通り）

12月07日
12月14日
12月21日
12月23日
12月28日
12月31日
01月01日
01月02日
01月03日
01月04日

☎ 58-5050

☎ 32-8326

☎ 58-5588

☎ 32-8006

☎ 32-2447

☎ 32-4532

☎ 32-7171

☎ 58-5050

☎ 32-8711

☎ 32-2809

日曜日

離乳食講習会 9:30-11:30４日（木）

６日（土）

５日（金）

健セ

のびのび広場
白方福祉保健推進員会
　研修会「料理」

9:30-12:00
9:30-12:00３日（水）

別館
白公

四箇母子愛育班「手芸教室」
生活習慣病予防相談

9:30-12:00
13:30-15:00

四公
白公

みんなで朝ごはん おやこ料理教室 9:30-12:30 四公

７日（日）

子宮頸部がん検診※
乳がん検診（マンモグラフィ検査）※
乳がん検診（視触診検診）※
大腸がん検診※

12:45-15:00
12:45-15:00
12:45-15:00
13:30-15:00

健セ
健セ
健セ
健セ

10日（水）
のびのび広場
野菜キッズキッチン事業

9:30-12:00
13:30-15:30

別館
豊保

11日（木）
白方母子愛育班
　「クリスマス料理教室」
３歳児健診

9:00-12:00

13:30-14:30

白公

健セ

14日（日）マタニティ教室（沐浴実習） 9:30-11:30 健セ

15日（月）食改会長・副会長会
健康づくりセミナー⑥

9:30-11:30
13:30-15:30

健セ
健セ

17日（水）
親子ふれあい広場
　「ベビーマッサージ」

10:00-11:30 別館

19日（金）
生活習慣病予防相談
町福祉保健推進員連絡協議会役員会

13:30-15:00
9:30-11:00

福セ
健セ

18日（木）糖尿病予防教室 13:30-15:00 健セ

20日（土）すこやか子育て講演会 10:00-11:30 健セ

24日（水）

こども相談（要予約）
のびのび広場
豊原福祉保健推進員会
　研修会「体操」

9:00-16:00
9:30-12:00
10:00-11:30

健セ
別館
豊婦

25日（木）乳幼児健康相談・ブックスタート 9:30-10:30 健セ

26日（金）
※いずれも未受診者検診

生活習慣病予防相談 13:30-15:00 四公

16日（火）ことばの相談（要予約） 9:00-11:00 健セ

８日（月）大腸がん検診※ 9:30-11:00 健セ

９日（火）
豊原母子愛育班
　「クリスマス料理教室」
１歳６か月児健診

9:30-13:00

13:30-14:30

豊婦

健セ

12日（金）生活習慣病予防相談 13:30-15:00 豊婦

行　　　事 時　間 場所

別館＝別館ピーチ／白公＝白方地区公民館／健セ＝保健センター／四
公＝四箇地区公民館／豊婦＝豊原農村婦人の家／豊保＝豊原保育所／
福セ＝福祉センター

離乳食講習会（平成26年７～８月生まれ）、１歳６か月児健診（平成25
年４～５月生まれ）、３歳児健診（平成23年５月生まれ）、乳幼児健康相
談・ブックスタート（平成26年２月生まれの乳児と幼児）

■ 納税・納付

健康教室を実施します！
●糖尿病予防教室
　今年度、特定健診を受診した結果、糖尿病を示す
値が高い人へ個別案内しています。
【日時】１２月１８日（木）／１３時３０分～１５時
  医師の講演：『糖尿病について』
  講師：三豊総合病院　遠藤 日登美 先生
●健康づくりセミナー  ～健康生活を支援する教室～
【日時】１２月１５日（月）／１３時３０分～１５時３０分
  講義・実技：『ロコモティブシンドロームって？』
  講師：健康運動指導士　尾島 文子 先生
※場所は町民健康センターです。参加希望の方は、
　事前に保健センターまでお申し込みください。

◇ マタニティ教室のご案内 ◇

『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』
【問合せ】 保健センター ☎３２－８５００

 
【日時】１２月１４日(日)
         ９時３０分～１１時３０分
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●インフルエンザ対策
　インフルエンザは、１～２月頃に流行のピークがあ
り、いったん流行が始まると、短期間で感染が拡大し
ます。
　インフルエンザの予防には、予防接種を受けることが
効果的です。ワクチンの効果が出るまでに接種後２週間
程度かかりますので、早めに接種を済ませましょう。
◇高齢者インフルエンザ予防接種
　65歳以上の方と60歳以上の特定の疾患に該当する
方は、自己負担金1,000円で予防接種を受けられます。
　予診票は町内の医療機関に置いてあります。町外で
の接種を希望する場合は、事前に保健センターまでご
連絡ください。予診票を発行します。
※生活保護法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方
　は、事前に申請を行えば自己負担金免除になります。
【感染症の予防方法】
　①手洗い…指の間や手首なども忘れずに洗いましょう。
　②うがい…外出後は忘れずに行いましょう。
　③マスク…ウイルスを吸い込むことでインフルエンザ
　　　　　　 に感染します。咳エチケットも忘れずに！

●感染性胃腸炎対策
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は毎年11月頃か
ら発生件数が増え始め、12月から翌年１月が発生の
ピークになっています。
　①食品は十分加熱（85℃で１分以上）し、調理する。
　②調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒する。
　③調理や食事の前などはもちろん、こまめに手を洗う。
　（手指についたノロウイルスが口に入り、感染する
　　ことがあります。）
　④嘔吐物を処理するときは使い捨ての手袋を用いて、
　　直接手で触れないように取り除き、ビニール袋に
　　入れてしばって捨てる。なにかとお酒を飲む機会が多い12月。

飲みすぎは健康に悪影響を及ぼします。
適量を守り楽しくお酒を飲みましょう。
☞飲み方のポイント
　①週２日の休肝日を設ける
　　肝臓を休めるだけでなく、アルコールから摂取
　　するエネルギーの節減にもなります。
　②量や時間を決めて飲む
　　★１日の適量の目安★
　　　・ビール…中びん１本　 ・焼　酎…１/２合
　　　・ワイン…グラス２杯　 ・日本酒…１合
　③おつまみに一工夫
　　アルコールと一緒に脂肪分をたくさん摂ると体  
　　に負担がかかるため、揚げ物や脂肪分の多い食
　　材はなるべく避けましょう。

■ 感染防止に努めましょう！

　食生活改善推進協議会では、「朝ごはん大好き、野菜
大好き、たどつっこ」をテーマに、旬の野菜がたっぷり
入った自分でつくれる朝ごはんを多度津中学校２年生か
ら募集しました。多くの応募の中から、優秀作品に選ば
れた方をご紹介します。

☆優秀☆
　３組　藤本 翔馬さん
　５組　大楠 千尋さん
　５組　堀家 美穂さん

■ 多中生による『朝食メニューコンクール』入賞作品

　国保加入者で特定健診の結果、保健指導の対象となっ
た方に対して、「特定保健指導利用券」と詳しいご案内
を保健センターより個別で送付します。
　特定保健指導を受け生活習慣を改善することは健康生
活への第１歩。皆さんで楽しみながらメタボを撃退しま
しょう！

■ 特定保健指導を活用して『脱･メタボ』！
～あなたの健康生活、応援します～

健康マメ知識健康マメ知識健康マメ知識◇◇ ◇◇
～お酒と上手につき合おう～

参加者の声
・運動や食事の方法を知って自分だけではな
　く、家族の健康づくりになった。
・野菜をたくさん食べるようになった！

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談

■ 休館日

昨年度特定保健指導を修了された方の
８割が減量に成功しました！

■ 休日当番医

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者
生活支援相談
こころの
相談日

12月18日（木） 
　10:30-12:00 
電話予約をお願いします。
12月４日（木） 特設相談
　10:00-12:00
12月16日（火）
　10:00-15:00

12月16日（火） 
　10:00-15:00 

12月25日（木） 
　13:30-16:30 

12月18日（木） 
午後1時30分～午後4時 

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

交通事故相談
12月24日（水） 
　10:00-15:00 
電話予約をお願いします。

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 12月19日（金） 
　13:30-15:00 

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488／福祉保健課

職業相談会
（ハローワーク丸亀）

12月15日（月） 
　13:30-15:30 

福祉センター
☎33-1113／産業課

日　　時 場所・連絡先

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

納期限
１月５日（月） 固定資産税・都市計画税

国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料

３期
５期
６期

対象税目 期　別

柔道整復12月14日　藤木接骨院（大通り）  ☎ 32-2663

老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

※『林求馬邸』の開館日は、12月７日（日）、１月４日（日）です。

６日、７日、13日、14日、20日、21日、23日、
12月27日～１月４日
１日、８日、15日、22日、23日、
12月28日～１月５日
２日、９日、16日、24日、
12月29日～１月３日
２日、９日、16日、24日、
12月29日～１月４日
１日、８日、15日、22日、
12月29日～１月３日
１日、８日、15日、22日、24日、
12月29日～１月５日

くるみクリニック

秋 山 医 院

桃 陵 ク リ ニ ッ ク

加 藤 整 形 外 科

三 宅 病 院

中 野 小 児 科

善 紀 ク リ ニ ッ ク

くるみクリニック

嶋 田 耳 鼻 咽 喉 科

山 本 医 院

（北鴨２）

（仲ノ町）

（本通２）

（堀江１）

（栄町２）

（道福寺）

（西　浜）

（北鴨２）

（ 幸 町 ）

（大通り）

12月07日
12月14日
12月21日
12月23日
12月28日
12月31日
01月01日
01月02日
01月03日
01月04日

☎ 58-5050

☎ 32-8326

☎ 58-5588

☎ 32-8006

☎ 32-2447

☎ 32-4532

☎ 32-7171

☎ 58-5050

☎ 32-8711

☎ 32-2809

日曜日

離乳食講習会 9:30-11:30４日（木）

６日（土）

５日（金）

健セ

のびのび広場
白方福祉保健推進員会
　研修会「料理」

9:30-12:00
9:30-12:00３日（水）

別館
白公

四箇母子愛育班「手芸教室」
生活習慣病予防相談

9:30-12:00
13:30-15:00

四公
白公

みんなで朝ごはん おやこ料理教室 9:30-12:30 四公

７日（日）

子宮頸部がん検診※
乳がん検診（マンモグラフィ検査）※
乳がん検診（視触診検診）※
大腸がん検診※

12:45-15:00
12:45-15:00
12:45-15:00
13:30-15:00

健セ
健セ
健セ
健セ

10日（水）
のびのび広場
野菜キッズキッチン事業

9:30-12:00
13:30-15:30

別館
豊保

11日（木）
白方母子愛育班
　「クリスマス料理教室」
３歳児健診

9:00-12:00

13:30-14:30

白公

健セ

14日（日）マタニティ教室（沐浴実習） 9:30-11:30 健セ

15日（月）食改会長・副会長会
健康づくりセミナー⑥

9:30-11:30
13:30-15:30

健セ
健セ

17日（水）
親子ふれあい広場
　「ベビーマッサージ」

10:00-11:30 別館

19日（金）
生活習慣病予防相談
町福祉保健推進員連絡協議会役員会

13:30-15:00
9:30-11:00

福セ
健セ

18日（木）糖尿病予防教室 13:30-15:00 健セ

20日（土）すこやか子育て講演会 10:00-11:30 健セ

24日（水）

こども相談（要予約）
のびのび広場
豊原福祉保健推進員会
　研修会「体操」

9:00-16:00
9:30-12:00
10:00-11:30

健セ
別館
豊婦

25日（木）乳幼児健康相談・ブックスタート 9:30-10:30 健セ

26日（金）
※いずれも未受診者検診

生活習慣病予防相談 13:30-15:00 四公

16日（火）ことばの相談（要予約） 9:00-11:00 健セ

８日（月）大腸がん検診※ 9:30-11:00 健セ

９日（火）
豊原母子愛育班
　「クリスマス料理教室」
１歳６か月児健診

9:30-13:00

13:30-14:30

豊婦

健セ

12日（金）生活習慣病予防相談 13:30-15:00 豊婦

行　　　事 時　間 場所

別館＝別館ピーチ／白公＝白方地区公民館／健セ＝保健センター／四
公＝四箇地区公民館／豊婦＝豊原農村婦人の家／豊保＝豊原保育所／
福セ＝福祉センター

離乳食講習会（平成26年７～８月生まれ）、１歳６か月児健診（平成25
年４～５月生まれ）、３歳児健診（平成23年５月生まれ）、乳幼児健康相
談・ブックスタート（平成26年２月生まれの乳児と幼児）

■ 納税・納付

健康教室を実施します！
●糖尿病予防教室
　今年度、特定健診を受診した結果、糖尿病を示す
値が高い人へ個別案内しています。
【日時】１２月１８日（木）／１３時３０分～１５時
  医師の講演：『糖尿病について』
  講師：三豊総合病院　遠藤 日登美 先生
●健康づくりセミナー  ～健康生活を支援する教室～
【日時】１２月１５日（月）／１３時３０分～１５時３０分
  講義・実技：『ロコモティブシンドロームって？』
  講師：健康運動指導士　尾島 文子 先生
※場所は町民健康センターです。参加希望の方は、
　事前に保健センターまでお申し込みください。

◇ マタニティ教室のご案内 ◇

『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』
【問合せ】 保健センター ☎３２－８５００

 
【日時】１２月１４日(日)
         ９時３０分～１１時３０分



【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
 広報に掲載する広告を募集しています。
 【問合せ】多度津町 町長公室   ☎33-1115

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

町の人口
（11月１日現在 常住人口）

人　口
男
女
世帯数

（＋ 1）
（＋15）
（－14）
（＋25）

23 ,008 人
人
人
世帯

11 ,400
11 , 608
9 , 350

20

●『　　　　　　　　　         　　　　　　　　 』和布の手芸なんでもQ&A

（関連記事・・・・・13Ｐ）

● ２大イベントが夢のコラボ！

『ぽっフェス』 開催

12
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人事行政の運営等の状況
町の財政状況
保育所（園）入所申込
親切・人権
文化教養・スポーツ
まちかどズーム
お知らせ・募集
１２月の予定
保健だより
図書館だより
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■『私のお奨め』 ～リレー寄稿 第20回～

白井 茂樹（道福寺）

宮脇 俊三・著

　鉄道の時刻表にも愛読者がい
る。時刻表は本来愛読の対象とな
る書物ではないが、とにかくい
る。しかもその数は、少なくない
という。私もその一人である。と
いう著者の冒頭の一節が、鉄道フ
ァンの私の心を虜にしてしまいま
した。「私もそうです。」と。
　本の内容は、昭和62年４月１日
の日本国有鉄道の民営分割化が行
われる以前の国鉄が所有する全路
線の始発駅から終着駅まで完全に乗車し、車窓風景
を中心に、質の高いユーモアあふれる軽妙な筆まわ
しで紹介したものであります。
　最後に、これでもう乗る路線がなくなってしまっ
た。新線開発はどうなるのだろう。青函トンネル
は？四国の鉄道併用橋は？乗りたいと思う。で終わ
っています。
　この本は、昭和55年５月20日第20版として発行さ
れたものを、翌年５月26日国鉄全路線の完全乗車に
挑戦していた鉄道ファンの私が見つけ購入したもの
です。内容に刺激を受けて、完全乗車に拍車がかか
り、現存する旧国鉄系の路線は夕張線の一部（新夕
張－夕張間）を除き乗車を終えました。鉄道ファン
はもとよりですが、鉄道旅行の大好きな御仁、「絶
景鉄道の旅」などのＴＶ放送に目のない方々に一読
をお奨めいたします。きっとご満足いただけると思
います。　　

　著／雑誌「和布くらふと」編集部
　発行／パッチワーク通信社
和の手芸のことなら、ぜんぶ わかる！
　Ｑ1．着物のほどき方は？
　Ｑ2．つまみ細工とは？
　Ｑ3．江戸更紗って？
　Ｑ4．くくり猿って何？
　　　  どうやって作る？

　★おはなし会『ひまわり』
　　１２月１３日（土）
　　１４時～１５時
　　来年の干支『ひつじ』を折り紙でつくりましょう♪　
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　１２月１７日（水）　１４時３０分～１５時

■12月の行事

　◎新着図書・寄贈本　・・・・・・・・　１３０冊
　◎入館者数　・・・・・・・・・・　２，７６０人
　◎貸出図書数　・・・・・・・・・　５，０３４冊
　◎新規図書利用カード作成者数・・・・・　１７人

■10月の図書館利用状況

■新着図書のご案内

』『時刻表２万キロ
和布の手しごと事典

●『　　　　　　　　　         　　　　 』
　著／かのは　発行／誠文堂新光社
華やかなつまみ細工のアクセサリー

　七五三や成人式はもとより、
普段でも身につけられるアクセ
サリー。思い出の生地で、オリ
ジナルのアクセサリーはいかが
でしょう♪
　公民館講座で『つまみ細工』
にトライ♫ 詳しくは、白方公民
館（☎３３-１０３８）まで。 ▲河野講師 作品


